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筆
讓
の
轢
拶

道
路
局
長

谷
口

博
昭

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成

一
人
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
道
路

行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
道
路
行
政
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
を
迫
ら
れ
た
年
で
し
た
。
一
つ

は
、
有
料
道
路
制
度
に
関
す
る
問
題
で
、
昨
年
一
〇
月
一
日
に
、
道
路
関
係
四

公
団
が
民
営
化
さ
れ
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
課
題
を
含
め
、
本
年
三

月
末
ま
で
に
、
民
営
化
後
の
高
速
道
路
の
建
設
･管
理
に
関
す
る
本
協
定
を
締

結
す
る
ほ
か
、
民
営
化
の
目
的
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を
着
実
に
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

も
う

一
つ
は
、
道
路
特
定
財
源
制
度
に
関
す
る
問
題
で
す
。
昨
年
三
一月
九

日
に
政
府
･
与
党
間
で

｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
方
針
｣
が



合
意
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
は
、
歳
出
･
歳
入
一
体
改
革
に
併
せ
て
具
体

案
を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
基
本
方
針
に
は
、
｢納
税
者
に
対
し
て
、

十
分
な
説
明
を
行
い
そ
の
理
解
を
得
つ
つ
、
具
体
案
を
得
る
辺

と
あ
る
よ
う

に
、
様
々
な
課
題
を
、
納
税
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
、
ど
う
セ
ッ
ト
で
議
論
し

て
い
く
か
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

戦
後
六
〇
年
の
節
目
の
年
が
過
ぎ
、
平
成
一
八
年
は
、
日
本
が
更
な
る
発
展

を
目
指
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、
昨
年
か
ら
積

み
残
し
て
き
た
多
く
の
問
題
の
解
決
を
迫
ら
れ
る
正
念
場
の
年
で
も
あ
り
ま

す
。
道
路
行
政
も
こ
れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
考
え
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
世

紀
、
新
し
い
時
代
に
応
じ
て
生
ま
れ
か
わ
っ
て
い
く
、
変
化
し
て
い
く
と
い
う

柔
軟
な
姿
勢
で
取
組
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
自

動
車
か
ら
人

･
自
転
車

･
歩
行
者
へ
、
せ
せ
ら
ぎ
や
緑
、
憩
い
と
い
っ
た
、
人

間
の
本
心
に
触
れ
る
、
文
化
の
香
り
の
高
い
道
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
日
本
文
化
の
原
点
に
戻
る
道
づ
く
り
を
ト
｢道
路
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
｣

と
し
て
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
災
害
に
強
い
国
土
づ
く
り
、
安
全

･
安
心
な
暮
ら
し
の
確
保
、

地
球
温
暖
化
問
題
、
国
際
競
争
力
向
上
な
ど
、
わ
が
国
喫
緊
の
課
題
に
対
し
て

も
、
目
標
を
明
示
し
、
厳
格
な
事
業
評
価
や
コ
ス
ト
縮
減
を
徹
底
し
な
が
ら
、

真
に
必
要
な
道
路
の
整
備
を
重
点
的
･
効
率
的
に
進
め
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
一
層
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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圓
繭
團
霊
園

特
集
/
E
T
C
施
策
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

酒
井

浩
一

一

は
じ
め
に

E
T
C

(四
8
町
8
8
月
畠

n
a
布
a
g

の
"
お
目
…
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)
(写
真
1
)
は
、

平
成
五
年
よ
り
本
格
的
な
検
討
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
一

三
年
三
月
よ
り
全
国
六
三
料
金
所
で
一
般
運
用
が
開
始
さ

れ
た
。
そ
の
後
、
着
実
に
E
T
C
の
利
用
が
増
加
し
、
昨

年
に
は
E
T
C
利
用
率
が
五
0
%
を
突
破
、
E
T
C
車
載

器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数
も
累
計
で
一
、
0
0
0
万
台
を
達

成
す
る
な
ど
、
有
料
道
路
の
通
行
料
金
支
払
い
方
法
の
過

半
数
が
E
T
C
利
用
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
E
T
C
の
概
要
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ

い
て
整
理
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
E
T
C
の
普
及
促

進
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二

巨
冒
C
と
ば

E
T
C
は
、
車
両
に
設
置
さ
れ
た
E
T
C
車
載
器
に
E

T
C
カ
ー
ド

(I
C
カ
ー
ド
)
を
挿
入
し
、
有
料
道
路
の

料
金
所
に
設
置
さ
れ
た
路
側
ア
ン
テ
ナ
と
の
間
の
無
線
通

信
に
よ
り
、
車
両
を
停
止
す
る
こ
と
な
く
通
行
料
金
を
支

払
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
あ
る

(図
1
)
。

E
T
C
は
諸
外
国
に
お
い
て
も
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
、
そ
の
多
く
は
特
定
の
有
料
道
路
を

通
行
す
る
際
に
有
効
な
タ
グ
と
呼
ば
れ
る
機
器
を
車
両
に

装
着
し
、
道
路
上
に
設
置
さ
れ
た
路
側
機

(ゲ
ー
ト
)
を

通
過
す
る
シ
ス
テ
ム
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本

に
お
け
る
E
T
C
の
最
大
の
特
徴
は
、
異
な
る
有
料
道
路

事
業
者
の
料
金
体
系
で
も
、
相
互
利
用
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
世
界
に
先
駆
け
実
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
こ
れ

写真 1
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に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
高
速
国
道
で
採
用
さ
れ
て
い
る
対

距
離
料
金
制
と
、
主
に
都
市
高
速
で
採
用
さ
れ
て
い
る
均

一
料
金
制
の
両
方
の
有
料
道
路
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
連
続

利
用
す
る
こ
と
が
対
応
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
多

様
な
料
金
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

ま
た
、
E
T
C
を
利
用
す
る
上
で
、
E
T
C
車
載
器
と

E
T
C
カ
ー
ド
と
い
う
別
個
の
も
の
を
組
合
せ
て
利
用
す

る
方
式
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
I
C
カ
ー
ド
の
多
目
的
化

と
汎
用
性
を
可
能
に
し
、
利
用
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

と
い
っ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
で
の
対
応
も
図
ら
れ
て
い
る

(写
真
2
･
3
)。

我
が
国
に
お
け
る
E
T
C
の
開
発
は
、
平
成
五
年
六
月

建
設
省

(当
時
)
道
路
局
が
策
定
し
た
｢道
路
技
術
五
箇

年
計
画
｣
に
お
い
て
、
平
成
五
年
度
か
ら
の
五
箇
年
内
に

E
T
C
実
用
化
に
向
け
た
段
階
的
実
験
や
技
術
的
導
入
試

験
を
実
施
す
べ
く
、
E
T
C
導
入
に
向
け
た
調
査
研
究
が

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
計
画
を

受
け
て
、
建
設
省
と
道
路
関
係
四
公
団

(当
時
)
が
中
心

と
な
り
、
官
民
共
同
研
究

(平
成
七
年
度
)、
建
設
省
土

木
研
究
所
や
小
田
原
厚
木
道
路
、
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
実
験

(平
成
八
~
九
年
度
)
を
実
施
し

た

(写
真
4
･
5
)。

こ
れ
ら
調
査
研
究
の
成
果
に
よ
り
、
平
成
一
〇
年
三
月

に
E
T
C
の
仕
様
書
案
が
官
報
公
告
さ
れ
、
意
見
招
請
の

後
、
同
年
一
○
月
に
仕
様
書
が
完
成
し
た
。
あ
わ
せ
て
、

同
年
六
月
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
官
報
公
告
、
情
報

招
請
を
実
施
し
、
平
成

=
年
三
月
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
標

準
規
格
書

(評
価
版
)
の
開
示
を
官
報
公
告
し
た
。
さ
ら

に
、
実
配
備
に
先
立
ち
、
平
成
三

年
三
月
に
料
金
徴
収

施
設
設
置
基
準

(案
)
を
建
設
省
道
路
局
長

(当
時
)
か

ら
有
料
道
路
事
業
者
等
へ
通
知
し
た
ほ
か
、
E
T
C
を
使

用
す
る
場
合
に
お
け
る
料
金
徴
収
事
務
の
取
扱
い
に
つ
い

て
定
め
ら
れ
た

｢有
料
道
路
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
を

写真 2 E T C 車載器

読み書き用端子 E T C 商標 カード発行者



Q 写真 4 小田原厚木道路小田原料金所E T C
東京湾アクアライン木更津本線料金所 E T C 実 実験の様子　　
　

　

チ
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M
真
*
写
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使
用
す
る
料
金
徴
収
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
省
令
｣

(平
成

=
年
建
設
省
令
第
三
八
号
)
を
平
成
一
一
年
八

月
二
日
に
公
布
し
た
。
こ
の
省
令
に
基
づ
き
平
成
三

年

九
月
に
は
、
E
T
C
に
お
け
る
情
報
の
安
全
確
保
の
確
実

か
つ
効
率
的
な
実
施
を
目
的
と
し
た
財
団
法
人
道
路
シ
ス

テ
ム
高
度
化
推
進
機
構

(O
R
S
E
)
が
設
立
さ
れ
た
。

O
R
S
E
は
、
有
料
道
路
事
業
者
等
に
代
わ
り
情
報
安
全

確
保
規
格
の
提
供
や
識
別
処
理
情
報
の
付
与
の
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
平
成
三
一年
三
月
に
は

｢有
料

道
路
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
指
針
｣
(平
成
一
二
年
三
月
二
四
日
建
設
省

道
路
局
長
通
達
)
を
定
め
、
E
T
C
に
お
け
る
個
人
情
報

の
保
護
に
も
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
E
T
C
実
用
化
に
必
要
な
関
係
法
令

の
改
正
や
技
術
基
準
の
制
定
な
ど
を
行
い
つ
つ
、
平
成
一

〇
年
度
を
初
年
度
と
す
る

｢新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
｣
で
は
、
全
国
の
有
料
道
路
に
お
け
る
E
T
C
の
整
備

計
画
が
正
式
決
定
さ
れ
た
。
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
で
は
、
東
名
、
名
神
、
首
都
高
速
、
阪
神
高
速
な
ど
整

備
効
果
の
高
い
路
線
か
ら
連
続
性
等
を
勘
案
し
つ
つ
、
順

次
E
T
C
を
導
入
す
る
た
め
、
当
初
、
平
成
一
四
年
度
ま

で
の
計
画
期
間
内
に
全
国
約
七
三
〇
ヵ
所

(全
料
金
所
の

約
六
割
)
の
料
金
所
に
E
T
C
を
導
入
す
る
計
画
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
後
、
平
成
三

年
三
月
に
政
府
決
定
さ

れ
た
経
済
新
生
対
策
に
よ
り
、
整
備
目
標
が
約
九
〇
0
ヵ

所

(全
料
金
所
の
約
七
割
)
に
拡
大
さ
れ
た
。
ま
た
、
同

計
画
で
は
、
計
画
期
間
内
に
E
T
C
を
導
入
し
な
い
料
金

所
に
お
い
て
も
E
T
C
カ
ー
ド
を
用
い
た
料
金
支
払
い
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
I
C
カ
ー
ド
読
み
取
り
機

(I
C
C

R
)
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
道
路
関
係
四
公
団
が
管
理
す

る
全
て
の
料
金
所
で
E
T
C
が
利
用
可
能
と
な
る
よ
う
に

整
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
平
成
三
一年
一
一
月
に
道
路
審
議
会

(当
時
)

か
ら

｢都
市
高
速
道
路
に
お
け
る
料
金
体
系
の
あ
り
方
等

に
つ
い
て
｣
の
答
申
が
出
さ
れ
、
E
T
C
を
活
用
し
た
多

様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
の
実
施
に
向
け
て
検
討
を
行
う

と
と
も
に
、
将
来
的
に
は
、
E
T
C
を
活
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
利
用
距
離
の
要
素
を
勘
案
し
た
新
た
な
料
金
体
系

へ
の
移
行
を
目
指
す
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
た
。

一
方
、
E
T
C
路
側
機
の
整
備
は
着
々
と
進
み
、
平
成

三
一年
四
月
か
ら
日
本
道
路
公
団

(当
時
)
の
千
葉
地
区

及
び
首
都
高
速
道
路
の
一
部
の
五
四
ヵ
所
の
料
金
所
で
E

T
C
の
試
行
運
用
が
開
始
さ
れ
、
同
年
六
月
に
は
沖
縄
地

区
で
、
ま
た
同
年
三
一月
か
ら
は
阪
神
高
速
道
路
の
一
部

料
金
所
で
も
実
施
さ
れ
た
。

こ
の
結
果
、
平
成
一
三
年
三
月
よ
り
全
国
六
三
料
金
所

(千
葉
地
区
、
沖
縄
地
区
、
首
都
高
速
道
路
の
一
部
料
金

所
)
を
皮
切
り
に
、
E
T
C
の
一
般
運
用
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。豊

臣
T
C
の
し
く
み

E
T
C
は
、
有
料
道
路
事
業
者
が
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を

道行セ 2006.1 5



開
発
し
、
E
T
C
料
金
所
設
備
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
は
、
有
料
道
路
事
業
者

と
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
契
約

(有
料
道
路
通
行
料
金
決
済

契
約
)
を
締
結
し
、
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行
と
料
金
支
払

い
の
代
行
業
務
を
行
う
。
E
T
C
車
載
器
製
造
者
は
、
有

料
道
路
事
業
者
の
E
T
C
調
達
仕
様
書

(E
T
C
車
載
器

仕
様
書
他
)
を
参
照
し
て
E
T
C
車
載
器
を
開
発
･
製
造

し
て
販
売
す
る

(図
2
)。

E
T
C
を
利
用
す
る
場
合
は
、
E
T
C
車
載
器
を
購
入

し
て
車
両
に
取
付
け
･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

(E
T
C
車
載
器

の
作
動
に
必
要
な
識
別
処
理
情
報
を
E
T
C
車
載
器
に
格

納
す
る
こ
と
)
を
行
う
。
さ
ら
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
か
ら
E
T
C
カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
、
有
料
道
路
の

E
T
C
料
金
所
が
通
行
可
能
と
な
る
。
通
行
料
金
は
、
後

日
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
引
落
し
口
座
か
ら
支
払
わ
れ

る

(図
3
)
。
な
お
、
E
T
C
カ
ー
ド
に
は
、
パ
ー
ソ
ナ

ル
カ
ー
ド
と
い
う
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
以
外
の
決
済
方
法

に
よ
る
カ
ー
ド
も
発
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。

E
T
C
車
載
器
に
は
、
E
T
C
を
利
用
す
る
車
両
の
情

報
が
暗
号
化
さ
れ
て
格
納
さ
れ
て
お
り
、
料
金
所
に
設
置

し
て
あ
る
路
側
機
と
車
両
情
報
、
利
用
料
金
所
等
の
課
金

情
報
を
暗
号
無
線
通
信
に
よ
り
送
受
信
す
る
。
ま
た
、
E

T
C
料
金
所
と
の
暗
号
無
線
通
信
に
よ
り
、
E
T
C
カ
ー

ド
の
読
み
書
き
を
行
う
。

E
T
C
を
利
用
す
る
に
は
、
個
車
情
報
等
の
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ
情
報
を
E
T
C
車
載
器
に
格
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
利
用
者
は
、
E
T
C
車
載
器
を
購
入
し
て
車
両
に
取

付
け
、
利
用
す
る
車
両
の
情
報
を
カ
ー
用
品
店
等
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
店
経
由
で
O
R
S
E
に
申
請
す
る
。
O
R
S
E

は
E
T
C
を
利
用
す
る
た
め
の
必
要
な
情
報
を
生
成
し
て

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
と
し
て
発
行
し
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
店

が
E
T
C
車
載
器
に
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
す
る
。

E
T
C
は
、
複
数
の
E
T
C
車
載
器
と
複
数
の
E
T
C

カ
ー
ド
を
粗
合
わ
せ
て
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
枚
の
カ
ー
ド
で
複
数
の
車
両
を
利
用
し
た
り
、

あ
る
い
は
一
台
の
車
両
で
複
数
の
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
で
あ
る
。
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四

E
T
C
の
効
果
と
利
用
･
普
及
状
況

E
T
C
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
効

果
が
期
待
さ
れ
、
現
時
点
で
大
き
な
効
果
が
現
れ
て
き
て

い
る
。

1

利
用
者
の
利
便
性
･
快
適
性
向
上

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
に
よ
る
料
金
所
通
過
時
間
の
短
縮

や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
共
通
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
全

国
の
有
料
道
路
で
使
え
る
統
一
性
、
利
用
者
の
利
便
性
･

%

舶

　

　
図 4 首都高速道路本線料金所の渋滞量とE T C 利用率

　
　
　
　
　

渋
獅

快
適
性
等
が
大
幅
に
向
上
す
る
。
ま
た
、
渋
滞
に
よ
る
所

要
時
間
の
不
確
実
性
や
身
体
的
･
心
理
的
不
快
感

(イ
ラ

イ
ラ
)
も
解
消
す
る
。

2

料
金
所
渋
滞
の
解
消

E
T
C
導
入
以
前
は
、
有
料
道
路
で
発
生
す
る
渋
滞
の

う
ち
、
約
三
割
が
料
金
所
部
で
発
生
す
る
と
さ
れ
、
こ
の

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
大
規
模
な
拡
張
工
事
よ
り

も
、
料
金
所
一
レ
ー
ン
当
た
り
の
処
理
台
数
を
増
や
す
こ

と
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
料
金

※なお、ここで渋滞とは、時速40km以下で走行する車列がlkm以上かつ15分以上継続 ス
した交通状況をいう。 ト
図 5 東名高速道路東京本線料金所 (上り線) における渋滞 ッ

六 フo

m 6の渋滞

1 2 3 4 5 6 7 8 9 lo = 12 13 14 15 16 17 T8 19 2021 22 23

時間帯

瀞
紳
町
(
(

線
日
日

廷
ル
ル

量
00
00

婉
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鎚
幻
鋤
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欲
欲
脳
篩僑

1
H
H

通
過
交
通
量

(台
/
時
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)

膣"は渋滞なし卦

渋
滞
延
長

(癬
)

交通量がほぼ同じ日の渋滞比較 (H 16.8,14 (土)とH 17.8.T4 (日))
[東名高速東京本線料金所 (上り線) を先頭とする渋滞]

I H18の通過交通川
0

9

8

7

6

5

4

3
2

1

0
0

所
を
通
過
で
き
る
E
T
C
の
導
入
に
よ
り
渋
滞
解
消
を
図

る
こ
と
と
し
た
。

平
成
一
七
年
一
二
月
現
在
、
E
T
C
利
用
率
は
全
国
で

五
五
･
九
%

(平
成
一
七
年
三
一月
-
六
日
~
三
一月
二

二
日
の
週
間
平
均
)
に
達
し
て
お
り
、
首
都
高
速
道
路
の

本
線
料
金
所
で
は
三
年
前
と
比
較
し
て
、
渋
滞
が
約
九
割

減
少
し
て
い
る
。
ま
た
東
名
高
速
道
路
上
り
の
東
京
料
金

所
で
は
、
繁
忙
期
で
あ
る
お
盆
の
時
期
に
お
い
て
も
渋
滞

ゼ
ロ
の
日
が
あ
り
、
高
速
国
道
の
主
な
本
線
料
金
所
に
お

け
る
渋
滞
量
も
一
年
前
に
比
べ
て
約
九
割
減
少
と
大
幅
に

E
T
C
利
用
率

【主な本線料金所】
前年のお盆期間中に5km以上の渋滞が発生した全ての本線料金所対象に分析
･東名高速 東京本線料金所 (上り線) ･関越道 新座本線料金所 (上り線)
･東北道 浦和本線料金所 (上り線) ･常磐道 三郷本線料金所 (上り線)
･阪和道 岸和田本線料金所 (下り線)
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解
消
し
て
い
る

(図
4
,
6
)
。

3

料
金
所
周
辺
の
環
境
改
善

料
金
所
の
渋
滞
解
消
や
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
に
伴
う
平

均
速
度
の
向
上
に
よ
り
、
走
行
車
両
か
ら
排
出
さ
れ
る
二

酸
化
炭
素
(@
等
が
軽
減
さ
れ
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

に
寄
与
す
る
。

4

管
理
費
･
建
設
費
の
削
減

E
T
C
利
用
率
の
向
上
に
伴
い
、
料
金
収
受
経
費
等
の

管
理
費
削
減
が
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
低
コ
ス
ト
で
整
備

可
能
な
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(E
T
C
専
用
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
の
整
備
に
よ
り
建
設
費
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
。

5

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
の
実
施

E
T
C
を
活
用
し
た
多
様
な
料
金
割
引
等
の
実
施
が
可

能
と
な
る
。
詳
細
は
、
｢道
路
関
係
四
公
団
に
お
け
る
多

様
で
弾
力
的
な
料
金
に
つ
い
て
｣
(道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー

平
成
一
七
年
八
月
号
)
や

｢首
都
高
速
道
路
及
び
阪
神
高

速
道
路
の
新
た
な
料
金
制
度
に
つ
い
て
｣
(道
路
行
政
セ

ミ
ナ
ー
平
成
一
七
年
一
0
月
号
)
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、

例
え
ば
、
高
速
国
道
に
お
け
る
時
間
帯
割
引
(深
夜
割
引
、

通
勤
割
引
、
早
朝
夜
間
割
引
)
や
首
都
高
速
道
路
、
阪
神

高
速
道
路
に
お
け
る
曜
日
別
時
間
帯
別
割
引
等
の
実
施
も

表 1 有料道路別の主な割引制度の実施状況

＼
藁中西日本高速道路株式会社 纖

錮
纐
纈

繊錨籟緘
本州四国高速獲路
株式会社

高速自動車国道 その他

頻
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割
引
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E
T
C
の
利
用
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

(表
1
)。

こ
れ
ら
の
効
果
を
早
期
に
発
現
さ
せ
る
た
め
、
平
成
一

三
年
三
月
の
一
般
運
用
開
始
後
、
E
T
C
が
利
用
可
能
な

料
金
所
を
急
ピ
ッ
チ
で
増
加
さ
せ
、
平
成
一
六
年
三
月
に

は
道
路
関
係
四
公
団

(当
時
)
の
全
料
金
所
約
一
、
三
〇

0
ヵ
所
の
う
ち
、
一
、
二
一
七
ヵ
所
の
料
金
所
で
利
用
が

可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
E
T
C
レ
ー
ン
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
四
月
末
時
点
で
二
、
六
〇
四
レ

ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
全
レ
ー
ン
数
に
対
す
る
整
備
率
は

約
四
O
%
と
な
っ
て
い
る
。
各
道
路
会
社
で
は
E
T
C
利

用
率
の
増
加
に
伴
い
、利
用
者
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
、

引
き
続
き
、
E
T
C
整
備
料
金
所
や
E
T
C
レ
ー
ン
の
増

設
に
取
組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
E
T
C
レ
ー
ン
の
終
日

専
用
運
用
化
も
進
め
て
お
り
、
今
後
は
、
料
金
所
に
お
け

る
専
用
運
用
レ
ー
ン
の
複
数
化
を
図
っ
て
い
く
予
定
で
あ

る

(表
2

･
3
)
。

E
T
C
の
普
及
促
進
に
関
す
る
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
と
し

て
は
、
E
T
C
利
用
率
を
設
定
し
、
毎
週
、
道
路
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
E
T
C

利
用
率
は
、
E
T
C
導
入
済
み
料
金
所
に
お
け
る
E
T
C

利
用
車
の
割
合
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
｢平
成
一
五
年
度

道
路
関
係
予
算
概
要
｣
(平
成
一
五
年

一
月
)
で
は

｢平

成
一
九
年
度
ま
で
に
E
T
C
利
用
率
を
全
利
用
者
の
半
数

程
度
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
料
金
所
渋
滞
を
概
ね

解
消
｣
す
る
と
し
て
い
た
が
、
｢平
成
一
六
年
度
道
路
関

係
予
算
概
算
要
求
概
要
｣
(平
成

一
五
年
八
月
)
に
は
平

表 3 E T C レーン整備状況 (平成17年4月末時点)

総レーン数 (①)
E T C レーン
整備数 (②)

終日専用運用してい
るレーン数 (③)

E T C レ- ン
整備率 (②/①)

終日専用運用
化率 (③/②)

J H
(東/中/西月本) 鯛 猟 婢 纖 纖
首都高速 398 鉈 鯲 鵺 芻
阪神高速 338 173 脚 鰈 鰈
本四高速 199 75 範 郷 拂
計合 劔 独 郷 鯛 概

(注) 出口E T C (都市高速) は除く

(単位 :箇所)表 2 E T C サービス料金所の状況
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必

と
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ク
金
に
議
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一
料
的
協
て

ワ
の
体
め
い

ト
線
一
た
除

ッ
路
と
る
を

ネ
い
社
い
等

路
な
公
て
所

道
い
略
し
金

速
て
道
を
料

高
し
方
収
な

うち高速国道

喬㈱
770

うち‐舸受有料 蟻㈱
208

首都高速 臘㈱
164

鰤
阪神高速- 馴㈱

鰓 緘
本四高速 施⑲

35

鰤
計 鮑㈱

鮴
,(注) 出口E T C



成

一
九
年
度
末
の
目
標
値
を
全
国
で
七
0
%

(う
ち
首

都
,
阪
神
高
速
八
五
%
)
と
上
方
修
正
し
て
い
る
。
ま
た
、

平
成
一
六
年
八
月
に
平
成
一
六
年
度
E
T
C
普
及
促
進
策

を
実
施
す
る
際
に
、
｢平
成
一
七
年
春
ま
で
に
全
国
約
五

0
%
、
平
成
一
八
年
春
ま
で
に
全
国
約
七
0
%

(う
ち
首

都

.
阪
神
高
速
八
五
%
)｣
と
目
標
を
二
年
前
倒
し
し
、

E
T
C
普
及
促
進
の
加
速
化
を
図
っ
て
い
る
。

先
ほ
ど
も
述
べ
た
と
お
り
、
現
在
の
E
T
C
利
用
率
は

全
国
で
五
五
.
九
%

(平
成
一
七
年
一
二
月
一
六
日
~
一

二
月
二
二
日
の
週
間
平
均
)
に
達
し
て
い
る
も
の
の
、
平

成
一
人
年
春
の
全
国
約
七
0
%
と
い
う
目
標
達
成
に
は
ま

だ
届
い
て
お
ら
ず
、
さ
ら
な
る
E
T
C
の
普
及
促
進
策
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い

(図
7
)。

五

E
T
C
の
普
及
促
進
策

E
T
C
が
急
速
に
普
及
す
る
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
平

成
一
六
年
秋
か
ら
実
施
さ
れ
た
高
速
国
道
に
お
け
る
深
夜

割
引
に
代
表
さ
れ
る
多
様
で
弾
力
的
な
料
金
施
策
と
と
も

に
、
道
路
関
係
四
公
団

(当
時
)
が
実
施
し
た
三
三
0
万

台
を
対
象
と
し
た
E
T
C
車
載
器
購
入
費
用
軽
減
策

(車

載
器
購
入
支
援
や
料
金
還
元
)
の
実
施
が
挙
げ
ら
れ
る
。

車
載
器
購
入
支
援
と
は
新
規
に
E
T
C
車
載
器
を
購
入
し

た
場
合
、
一
律
五
、
二
五
〇
円

(税
込
み
)
を
キ
ャ
ッ
シ

ュ
バ
ッ
ク
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
E
T
C
車
載
器
は
、

導
入
当
初
の
平
成
一
三
年
当
時
で
は
最
も
安
価
な
も
の
で

も
約
三
万
円
も
し
て
い
た
が
、
車
載
器
メ
ー
カ
ー
の
技
術

平成17年12月現在のETC利用率は
全国で5 5 9 %、
ETC利用の推移
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開
発
等
が
進
み
、
平
成
一
六
年
に
発
売
さ
れ
た
も
の
は
最

安
で
一
万
円
を
切
り
、
俗
に
売
れ
筋
と
い
わ
れ
る
タ
イ
プ

で
も
一
五
、
0
0
0
円
程
度
ま
で
値
下
が
り
し
て
い
た
。

し
か
し
、
E
T
C
を
利
用
す
る
た
め
に
は
車
載
器
の
取
付

費
と
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
料
金
が
別
途
必
要
と
な
る
た
め
、
そ

れ
ら
を
含
め
る
と
二
~
三
万
円
程
度
と
な
っ
て
し
ま
い
、

こ
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
高
さ
が
E
T
C
の
普
及
を
阻

害
す
る
要
因
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
、
車
載
器
購
入
支

援
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
多
く
の
新
規
利
用
者
が
殺

到
し
、
平
成
エ
ハ
年
一
r
月
の
月
間
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数

は
前
月
の
二
倍
以
上
と
な
る
約
五
五
万
台
を
記
録
し
た

(図
8

･
9
)
。

ま
た
、
別
納
制
度
の
廃
止
に
伴
う
新
た
な
大
口
･
多
頻

度
割
引
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
と
、
新
た
に
支
払
っ
た
通

行
料
金
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
る
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
の
開
始
に
あ
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
割
引
サ
ー
ビ
ス
の

申
込
者
に
対
し
、
五
、
0
0
0
円
相
当
の
無
料
通
行
が
可

能
な
料
金
還
元
を
実
施
し
た
。

こ
れ
ら
の
普
及
促
進
策
に
よ
り
、
E
T
C
利
用
率
も
平

成
一
六
年
三

月
の
二
三
･
〇
%
か
ら
半
年
後
の
平
成
一

七
年
五
月
に
は
三
九
･
五
%
と
急
上
昇
し
た
。

平
成
一
七
年
度
に
お
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
促
進

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。主
な
施
策
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

ラ
ッ
ク
等
の
業
務
用
車
両
を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い
る

も
の
の
、
中
･
低
頻
度
利
用
者
に
と
っ
て
は
E
T
C
利
用

の
た
め
に
必
要
な
E
T
C
車
載
器
の
購
入
･
取
付
に
か
か

る
初
期
費
用

(現
在
、
標
準
的
な
車
載
器
の
購
入
費
用
と

取
付
、セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
費
を
含
め
二
~
三
万
円
前
後
必
要
)

の
高
さ
が
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
な
か
な
か
普
及
が
進
ま
な
い

状
況
に
あ
る
。

そ
こ
で
、
初
期
費
用
の
低
減
を
図
る
た
め
、
月
々
わ
ず

か
な
費
用

(数
百
円
)
で
E
T
C
車
載
器
の
リ
ー
ス
、
割

賦
販
売
等
に
よ
る
経
費
の
一
部
を
助
成
す
る

｢E
T
C
車

載
器
リ
ー
ス
制
度
｣
を
平
成
一
七
年
四
月
よ
り
平
成
一
人

年
一
月
末
ま
で
実
施
し
て
い
る

(図
中
)。

E
T
C
車
載
器
リ
ー
ス
制
度

E
T
C
は
高
速
道
路
の
多
頻
度
利
用
者
で
あ
る
大
型
ト

　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　　
　
　

ミミ
ズさ
きな
ら
≦
尋
ね

ト＼

＼

E1｢C車載器リース制度事務局

図1O E T C 車載器リース制度
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利
用
者
は
、
全
国
に
四
、
O
0
〇
店
余
り
あ
る
リ
ー
ス

制
度
取
扱
店

(カ
ー
用
品
店
や
自
動
車
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
)

に
行
き
、
そ
の
場
で
申
込
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

取
扱
店
で
は
初
期
費
用
の
合
計
金
額
か
ら
助
成
分
の
五
、

二
五
0
円

(税
込
み
)
を
差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
を
、

二
年
あ
る
い
は
三
年
と
い
っ
た
リ
ー
ス
期
間
で
均
等
分
割

し
、
毎
月
の
リ
ー
ス
料
と
し
て
利
用
者
が
負
担
す
る
。

開
始
当
初
は
制
度
の
詳
し
い
説
明
不
足
の
感
も
あ
り
、

助
成
件
数
が
伸
び
悩
ん
で
い
た
が
、
新
聞
広
告
や
ラ
ジ
オ

C
M
、
リ
ビ
ン
グ
紙
の
配
布
等
の
広
報
を
進
め
た
こ
と
に

よ
り
、
現
在
で
は
一
日
に
約
三
、
0
0
0
件
の
申
込
が
あ

る
な
ど
、順
調
に
リ
ー
ス
制
度
利
用
者
が
増
加
し
て
い
る
。

2

二
輪
車
E
T
C
へ
の
対
応

平
成
一
三
年
三
月
の
一
般
運
用
開
始
以
降
、
E
T
C
は

こ
れ
ま
で
四
輪
車
の
み
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

有
料
道
路
を
利
用
す
る
二
輪
車
に
目
を
向
け
る
と
、
例
え

ば
東
/
中
/
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
で
は
日
平
均
利

用
台
数
に
占
め
る
自
動
二
輪
車
の
割
合
が
三
社
合
計
で
約

0
･
二
%

(約
七
、
五
〇
〇
台
/
日
)
、
首
都
高
速
道
路

株
式
会
社
で
は
約
0
･
五
%

(約
五
、
七
0
0
台
/
日
)

と
な
っ
て
い
る
が
、
二
輪
車
ユ
ー
ザ
ー
は
通
行
料
金
支
払

い
時
に
、
料
金
所
で
一
旦
停
止
の
後
、
手
袋
を
は
ず
し
、

小
銭
あ
る
い
は
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
等
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら

取
り
出
し
て
料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
料
金
所

で
の
サ
ー
ビ
ス
タ
イ
ム
の
長
さ
か
ら
後
続
車
両
に
渋
滞
が

発
生
す
る
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
非
常
に
不
便
な
思
い
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
こ
う
し
た
料
金
支
払
い
時
の
煩
わ

し
さ
に
加
え
て
、
度
重
な
る
偽
造
等
の
影
響
に
よ
り
高
額

ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
や
回
数
券
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
、
E

T
C
を
利
用
で
き
な
い
二
輪
車
は
実
質
的
な
割
引
を
受
け

ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
二
輪
車
に
お

け
る
E
T
C
導
入
に
対
す
る
要
望
が
強
い
。
二
輪
車
E
T

C
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
E
T
C
レ
ー
ン
に
お
け
る
走
行

の
安
全
性
及
び
二
輪
車
特
有
の
利
用
環
境
に
お
け
る
車
載

器
の
通
信
の
確
実
性
を
確
保
す
る
上
で
多
く
の
課
題
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
検
討
に
時
間
を
要
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
、
平
成
一
七
年
度
に
入
り
試
行
運
用
を
開
始

す
る
な
ど
、
本
格
運
用
に
向
け
て
の
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
る
。

自
動
二
輪
車
E
T
C
の
実
現
に
は
、
①
二
輪
車
用
E
T

C
車
載
器
の
開
発

(二
輪
車
の
振
動
や
屋
外
環
境
で
も
正

常
に
動
作
す
る
車
載
器
の
開
発
)、
②
発
信
制
御
棒

(い

わ
ゆ
る
開
閉
バ
ー
)
と
安
全
対
策

(発
信
制
御
棒
に
よ
る

事
故
の
防
止
)
、
③
利
用
方
法
の
周
知

(追
越
し
、
並
走

等
の
運
用
ル
ー
ル
の
周
知
)
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
こ

れ
ら
課
題
に
対
し
て
は
以
下
に
示
す
よ
う
な
対
応
策
を
講

じ
て
い
る
。

㈲

自
動
二
輪
車
用
E
T
C
車
載
器

自
動
二
輪
車
E
T
C
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の

四
輪
用
E
T
C
車
載
器
を
基
本
と
し
て
防
振
対
策
や
耐
候

対
策
を
施
し
た
自
動
二
輪
車
用
E
T
C
車
載
器
の
開
発
が

必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
道
路
関
係
四
公
団

(当
時
)

と
と
も
に
既
存
の
E
T
C
車
載
器
の
仕
様
に
加
え
、
防

水

･
防
振
に
つ
い
て
条
件
を
付
し
た

｢E
T
C
車
載
器
仕

様
書

(案
)
二
輪
車
試
行
用
｣
を
策
定
し
、
平
成
一
七
年

一
月
に
官
報
公
告
に
よ
り
自
動
二
輪
車
用
E
T
C
車
載
器

の
調
達
に
係
る
公
募
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
一
社
の
応

募
が
あ
り
、
自
動
二
輪
車
用
E
T
C
車
載
器
を
調
達
す
る

に
至
っ
た

(写
真
6
)。

写真6 二輪車用 E T C 車載器
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図門 試行運用対象料金所における路面標示例

且
つ
円
滑
に
自
動
二
輪
車
E
T
C
指
定
レ
ー
ン
に
誘
導
す

る
こ
と
と
し
た

(図
=
)
。

③

利
用
方
法
の
周
知

追
越
し
や
追
い
抜
き
、
速
度
超
過
な
ど
の
危
険
行
為
を

抑
制
す
る
た
め
、
試
行
運
用
参
加
者
全
員
に
対
し
て
利
用

方
法
説
明
会
も
し
く
は
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
理
解
度
確
認
試

験
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
ポ
ス
タ
ー
等
で
も
レ
ー

ン
内
の
走
行
速
度
を
二
〇
蝿
/
h
以
下
と
す
る
こ
と
を
呼

び
か
け
る
こ
と
で
、
利
用
方
法
の
周
知
を
図
っ
た
。

こ
う
し
て
、
平
成
一
七
年
四
月
よ
り
首
都
圏
の
一
部
料

金
所
に
お
い
て
二
輪
車
E
T
C
の
試
行
運
用
が
開
始
さ
れ

②

発
信
制
御
棒
と
安
全
対
策

自
動
二
輪
車
が
E
T
C
を
利
用
す
る
際
、
通
信
等
の
不

具
合
に
よ
り
発
信
制
御
棒
が
開
か
な
か
っ
た
場
合
、
大
き

な
事
故
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

発
信
制
御
棒
の
長
さ
を
短
く
し
て
一
･
五
m
程
度
の
隙
間

を
設
け
、
発
信
制
御
棒
が
開
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
自

動
二
輪
車
が
安
全
に
レ
ー
ン
か
ら
退
避
で
き
る
よ
う
に
し

た
。さ

ら
に
、
東
/
中
日
本
道
路
株
式
会
社
区
間
で
は
自
動

二
輪
車
の
誘
導
を
促
す
路
面
表
示
を
施
す
こ
と
で
、
安
全

た
。
当
初
は
白
バ
イ
や
バ
イ
ク
便
と
い
っ
た
特
定
モ
ニ
タ

ー
に
よ
る
試
行
運
用
で
あ
っ
た
が
、
同
年
一
一
月
よ
り
一

般
モ
ニ
タ
ー
の
募
集
を
開
始
し
、
現
在
、
一
般
モ
ニ
タ
ー

も
加
わ
っ
た
試
行
運
用
を
実
施
中
で
あ
る
。
ま
た
、
阪
神

圏
、
中
部
圏
に
お
い
て
も
平
成
一
八
年
一
月
末
よ
り
試
行

運
用
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
年
中
の
一
般
運
用
開

始
を
目
指
し
て
い
る

(写
真
7
･
8
)。

3

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
以
外
の
決
済
方
法
の
導
入

従
来
、
E
T
C
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行
す

る
E
T
C
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
必
要
が
あ
り
、
ク
レ
ジ
ッ

絮
“
ナ
ル
ア

　
　　
　
　　

　
　
　　
　

　
　
　
　　



ト
カ
ー
ド
会
社
の
審
査
等
の
理
由
に
よ
り
E
T
C
カ
ー
ド

を
持
て
な
い
人
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
自
体
を
持
ち
た
く

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
E
T
C
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
六
つ
の
高
速
道
路
会
社
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
契
約
を
し
な
い
高
速
道
路
利
用
者
で
も
E

T
C
が
使
え
る
よ
う

｢
E
T
C
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
｣
を

平
成
一
七
年
三

月
よ
り
受
付
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
額
の
保
証
金

(デ
ポ
ジ
ッ

ト
)
を
預
託
し
た
上
で
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
の
発
行
を
受

け
、
こ
の
カ
ー
ド
で
利
用
し
た
通
行
料
金
は
、
利
用
者
の

郵
便
貯
金
口
座
か
ら
毎
月
引
落
す
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
で
E
T
C
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
や
深
夜
割
引
、
通
勤
割
引
、

早
朝
夜
間
割
引
な
ど
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
発
行

す
る
E
T
C
カ
ー
ド
で
利
用
し
た
場
合
と
同
様
の
割
引
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

4

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
実
施

E
T
C
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

会
社
等
が
発
行
す
る
E
T
C
カ
ー
ド
を
取
得
し
、
車
載
器

を
取
付
け
る
た
め
に
カ
ー
用
品
店
等
の
E
T
C
車
載
器
セ

ッ
ト
ア
ッ
プ
取
扱
店
に
車
を
持
ち
込
ん
で
、
取
付
、
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
手
間
が
か
か
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
S
A

･
P
A
等
に
お
い
て
E
T
C
カ
ー

ド
の
取
得
か
ら
E
T
C
車
載
器
の
取
付

･
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

を

一
ヵ
所
で
実
施
で
き
る

｢
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
｣

と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
平
成
一
六
年
一
一
月
よ
り
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
一
七
年
四
月
か
ら
は
カ
ー
用
品

店
の
店
頭
に
お
い
て
も
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い

る
。

5

E
T
C
専
用
レ
ー
ン
の
増
設

平
成
一
六
年
三
月
に
は
E
T
C
が
基
本
的
に
全
て
の
高

速
道
路
の
料
金
所
で
利
用
可
能
と
な
っ
た
が
、
一
つ
の
料

金
所
に
一
つ
し
か
E
T
C
レ
ー
ン
が
な
い
と
い
う
料
金
所

も
あ
り
、
今
春
の
目
標
で
あ
る
E
T
C
利
用
率
七
0
%
達

成
時
に
は
E
T
C
車
の
容
量
オ
ー
バ
ー
や
、
構
造
上
の
制

約
か
ら
E
T
C
レ
ー
ン
手
前
で
E
T
C
車
と
非
E
T
C
車

の
交
通
錯
綜
も
懸
念
さ
れ
る
。
よ
っ
て
E
T
C
専
用
レ
ー

ン
を
東
/
中
/
西
日
本
高
速
で
今
年
度
に
約
一
四
〇
レ
ー

ン
追
加
整
備
す
る
な
ど
、
E
T
C
利
用
率
の
増
加
に
対
応

し
て
い
る
。

6

E
T
C
レ
ー
ン
の
安
全
対
策

E
T
C
の
利
用
増
加
に
伴
い
、
E
T
C
ゲ
ー
ト
に
お
け

る
ト
ラ
ブ
ル
や
事
故
の
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
る
。
ト

ラ
ブ
ル
の
主
な
原
因
は
E
T
C
カ
ー
ド
の
車
載
器
へ
の
未

挿
入
や
E
T
C
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
切
れ
、
ま
た
非
E
T

C
車
の
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
へ
の
誤
進
入
、
進
入
速
度
超

過
、
通
信
不
良
等
が
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
ま
ず
、
大
都
市
圏
の
本
線
料
金
所
等
に

お
い
て
は
、
E
T
C
カ
ー
ド
の
未
挿
入
や
カ
ー
ド
有
効
期

限
切
れ
等
を
料
金
所
手
前
で
車
載
器
を
介
し
て
警
昆
ロす
る

予
告
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い
る

(写
真
9
)。

ま
た
、
都
市
部
の
I
C
を
中
心
に
E
T
C
カ
ー
ド
の
未
挿

入
等
を
警
星
。す
る
お
知
ら
せ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
し
て
い

る
。
あ
わ
せ
て
S
A
･
P
A
内
の
掲
示
板
、
ト
イ
レ
等
に

貼
り
紙
に
よ
る
告
知
等
を
実
施
し
て
い
る
。

誤
進
入
に
対
し
て
は
、
E
T
C
レ
ー
ン
看
板
の
設
置
や

E
T
C
レ
ー
ン
の
路
面
舗
装

(水
色
舗
装
)
を
実
施
し
、

速
度
超
過
に
つ
い
て
は
、
速
度
警
告
看
板
の
設
置
や
首
都

高
速
で
は

｢徐
行
｣
表
示
の
実
施
な
ど
の
対
策
を
進
め
て

い
る
。

通
信
不
良
に
つ
い
て
も
、
車
載
器
と
路
側
機
の
通
信
履

歴
の
解
析
を
通
じ
た
誤
作
動
の
減
少
対
策
を
実
施
す
る
な 写真 9 予告アンテナ
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ど
、安
全
で
快
適
な
走
行
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
料
金
収
受
員
が
E
T
C
レ
ー
ン
の
ト
ラ
ブ
ル
対

応
の
た
め
ブ
ー
ス
か
ら
外
に
出
た
と
こ
ろ
に
、
E
T
C
車

が
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
進
入
し
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い

う
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労
働
省
か
ら

の
指
導
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
料
金
収
受
業
務
を
安
全
に
遂

行
で
き
る
よ
う
な
対
策
も
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
o

7

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
料
の
還
元
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
継
続

前
述
し
た
と
お
り
、
E
T
C
を
利
用
す
る
た
め
に
は
E

T
C
車
載
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
セ
ッ
ト

ア
ッ
プ
と
は
個
々
の
車
載
器
に
固
有
の
情
報

(識
別
処
理

情
報
)
を
格
納
す
る
こ
と
で
あ
る
。
識
別
処
理
情
報
と
は
、

①
E
T
C
利
用
す
る
車
両
を
特
定
す
る
た
め
の
車
両
情
報

等
で
暗
号
化
さ
れ
た
も
の
、
②
車
載
器
と
E
T
C
カ
ー
ド

及
び
路
側
機
と
の
間
で
交
信
さ
れ
る
情
報
を
保
護
す
る
た

め
の
暗
号
化
情
報
で
あ
り
、
O
R
S
E
が
車
載
器
ご
と
に

付
与
す
る
も
の
で
、
O
R
S
E
は
、
こ
の
識
別
処
理
情
報

の
発
行
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
等
の
整
備
･
維
持
管
理
等
の

費
用
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン

(専
用
の
端
末
装
置
等
に
よ

り
、
専
用
回
線
を
介
し
て
当
該
情
報
を
発
行
す
る
方
法
)

で
五
二
五
円

(税
込
)
/
件
、
オ
フ
ラ
イ
ン

(F
A
X
で

受
付
し
、
郵
送
で
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
を
送
付
す
る
方

法
)
で
一
、
0
五
〇
円

(税
込
)
/
件
を
請
求
し
て
い
た
。

し
か
し
、
O
R
S
E
は
平
成
土
ハ年
三

月
一
日
か
ら

平
成
一
七
年
九
月
三
〇
日
ま
で
、
国
、
道
路
事
業
者
等
が

実
施
す
る
E
T
C
普
及
促
進
策
に
積
極
的
に
協
力
す
る
た

め
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
発
行
料
金
に
つ
い
て
一
律
五
二

五
円
を
還
元
す
る

｢E
T
C
普
及
協
力
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

を
開
始
し
た
。
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
三
度
の
延
長
を
行

い
、
平
成
一
八
年

二
月
末
ま
で
の
間
は
料
金
還
元
措
置

を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

8

戦
略
的
な
広
報
の
実
施

今
後
、
E
T
C
の
普
及
促
進
を
進
め
る
た
め
に
は
、
こ

れ
か
ら
の
E
T
C
利
用
者
に
対
し
、
E
T
C
を
導
入
す
る

こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
正
し
く
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
E
T
C
は
国
、
道
路
事
業
者
の
み
な
ら

ず
、
車
載
器
メ
ー
カ
ー
、
カ
ー
ド
会
社
、
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

事
業
者
と
い
っ
た
民
間
サ
イ
ド
と
協
力
し
な
が
ら
普
及
促

進
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
官
民
一
体
と
な
っ

て
E
T
C
の
普
及
促
進
に
取
り
組
む
た
め
、
普
及
目
標
を

設
定
す
る
と
と
も
に
、
各
主
体
の
施
策
を
総
合
化
し
た
普

及
戦
略
を
策
定
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て

｢E
T
C
普
及

推
進
協
議
△ご
を
設
立
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、

本
協
議
会
の
も
と
に
整
備
局
レ
ベ
ル
に
全
国
を
一
○
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

｢地
域
協
議
会
｣
を
設

置
し
、
地
域
と
し
て
の
普
及
促
進
に
向
け
た
独
自
の
取
組

み
を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
地
域
に
密
着
し
た
広
報
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
た
。

普
及
推
進
協
議
会
で
は
、
平
成
一
七
年
一
二
月
二
五
に

E
T
C
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
台
数
の
累
計
が
｢

0
0

0
万
台
突
破
し
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
一
八
年
一
月
か
ら

三
月
ま
で
｢
一
、
0
0
0
万
台
達
成
記
念
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
｣

を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た

(図
俊
)。
ま
た
地
域
協

議
会
も
一
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催

あ
る
い
は
開
催
予
定
で
あ
り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
取
組
み

が
打
ち
出
さ
れ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
等
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の

E
T
C
利
用
者
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
三
〇
代
の
女
性
を

対
象
と
し
た
広
報
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。ま
ず
、

女
性
向
け
オ
リ
ジ
ナ
ル
冊
子

｢E
T
C

S
t
y
ー

e
｣

を
発
行
し
、
主
要
s
A
･
P
A
に
て
配
布
し
て
い
る
。
こ

の
小
冊
子
は
女
性
の
様
々
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
示
し
、
E

T
C
の
メ
リ
ッ
ト
や
お
得
感
、
Q
&
A
な
ど
を
ま
と
め
た

内
容
と
な
っ
て
い
る

(図
協
)
。
ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
誌
の

体
裁
で

｢な
る
ほ
ど
E
T
C

P
R
E
S
S
｣
を
作
成
し
、

E
T
C
の
利
便
性
や
初
歩
的
な
Q
&
A
な
ど
、
女
性
の
目

か
ら
も
理
解
し
や
す
い
内
容
と
し
、
街
頭
配
布
や
新
聞
の

折
込
配
布
等
を
行
っ
た

(図
巴
。
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図12 1,000万台達成記念
キャンペーン

図13 E T C S t y l e
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六

最
後
に

本
稿
で
は
、
E
T
C
の
普
及
促
進
に
つ
い
て
の
取
組
み

状
況
を
中
心
に
、
E
T
C
の
開
発
経
緯
か
ら
現
在
の
利

用
･
普
及
状
況
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
E
T
C
の
普

及
に
伴

っ
て
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

(E
T
C

専
用
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
)
の
整
備
や
、
有
料
道
路
の

通
行
料
金
支
払
い
以
外
の
多
目
的
利
用

(駐
車
場
や
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
で
の
決
済
等
)
と
い
っ
た
新
た
な
分
野
に

お
け
る
展
開
も
進
ん
で
お
り
、
E
T
C
を
活
用
し
た
多
種

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
も
今
後
、
さ
ら
に
増
え
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
E
T
C
利
用
率
が
過
半
数
を
超
え
た
状
況
で
は

　　
　
　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
リース斡分割螢Q (割賦、クレジット)て覊入し、 ※取り扱いのETC購裁圈の限囮や価格、および
聽貧者“写蟻準えるとE知円銀裁奮励 襲謄し嗣はリース刺度取扱店に閼い合わせ
詳しくは鰕誌で問い合わせ、またはホームページで
鑑弐03‐3 26 8 -フ92怖 い
-月舘曰く火)までの鯖QO~ 17:00 ノ ,、を起し、土･目･親日と倦2月28日‘水)午後~ 1月4目‘水)を除くhttP:′/"〉YW.ors翁.o“P/mo鯰tor′＼･

4人家族。街で｢ETC車載器Uース制度の
舅巣は平成ls年1月31日までu という
ポスターを見かけて、急にETCのことが
気になり始めちゃったのです。
実はわが家のクルマにはまだETCを付
けていないのです。ETCって、便利だっ
て聞くけど付けたほうがいいのかなあ"･。

　

　

　

璽
造
鋼日
まで募
集
穿
き

鞭
鬘

　　　　　
　

　

　
　

　
　
　
　
　　
　

　　　　　　　　　　　　
　 　 　　　　　 　　　 　 　　　　　　　 　　　　 　 　　

　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　 　　　　　　　
るにはE T C車載器U ース取扱店へ蛭詳しくは4 ページで

　
　
　
　
　

　
　

人
度
い
と

を
だ

　
　

　
　

　　　
　　
　

　
　
　
　
　　

図14 なるほど E T C P R E S SSS

あ
る
も
の
の
、
現
金
を
支
払
い
手
段
と
し
て
い
る
利
用
者

F
｣
R

が
全
体
の
約
三
~
四
割
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

P

り
、
現
金
支
払
者
に
対
す
る
E
T
C
へ
の
利
用
転
換
が
大

陀

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
o

-+｣
･

国
交
省
と
し
て
も
道
路
事
業
者
等
と
連
携
を
図
り
な
が

と　　　翻

ら
、
引
き
続
き
、
E
T
C
の
普
及
促
進
に
向
け
た
取
組
み

　　

　　　
　
　

　
　

　
　

鱸
蒙
な

を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
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立
体
交
差
事
業
を
は
じ
め
と
し
た

各
種
踏
切
対
策
の
取
組
み

都
市
･
地
域
整
備
局
街
路
課
特
定
都
市
交
通
施
設
整
備
室

一

は
じ
め
に

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
を
は
じ
め
と
し
た
踏
切
問
題
が
社

会
問
題
化
し
て
い
る
中
、
国
土
交
通
省
と
し
て
は
連
続
立

体
交
差
事
業
に
よ
る
抜
本
対
策
と
、
歩
道
拡
幅
や

｢賢
い

踏
切
｣
の
設
置
な
ど
に
よ
る
速
効
対
策
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

本
稿
で
は
、
抜
本
対
策
の
中
核
的
施
策
で
あ
る
連
続
立

体
交
差
事
業
に
つ
い
て
の
取
組
み
状
況
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
本
年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る

｢賢
い
踏
切
｣
の

検
討
状
況
な
ど
、
踏
切
対
策
に
係
る
取
組
み
状
況
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

二

連
続
立
体
交
差
事
業

道
路
と
鉄
道
は
都
市
を
支
え
る
交
通
基
盤
と
し
て
と
も

に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
都
市
の
発

る
と
共
に
、
周
辺
市
街
地
に
お
け
る
土
地
利
用
の
可

展
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
よ
り
自
動
車
交
通

熊
性
が
増
大
す
る
。

量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
と
共
に
、
鉄
道
の
連
行
本
数
も

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
面
踏
切
に
お
い

て
は
、
深
刻
な
交
通
渋
滞
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
ほ
か
、

事
故
発
生
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
市
街
地
に
お
い
て
連
続
し
て

道
路
と
交
差
し
て
い
る
鉄
道
の
一
定
区
間
を
高
架
化
又
は

地
下
化
す
る
事
業
で
あ
り
、
多
数
の
踏
切
の
除
却
及
び
新

設
道
路
と
の
立
体
交
差
を
一
挙
に
実
現
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
･

･
数
多
く
の
踏
切
が
一
挙
に
除
却
さ
れ
る
た
め
、
踏
切

遮
断
に
よ
る
交
通
渋
滞
、踏
切
事
故
が
解
消
さ
れ
る
。

･
鉄
道
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
た
地
域
が
一
体
化
す
る

た
め
、
周
辺
住
民
等
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に
向
上
す

能
性
が
増
大
す
る
。

･
高
架
下
空
間
や
鉄
道
用
地
跡
地
が
多
目
的
に
活
用
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
と
な

る
。

･
駅
部
の
高
架
化
と
同
時
に
、
駅
前
広
場
、
駅
施
設
等

の
改
良
が
図
ら
れ
、
結
節
点
の
機
能
や
利
便
性
が
大

き
く
向
上
す
る
。

な
ど
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
連
続
立
体
交
差
事
業
は
、
踏
切
対
策
、

都
市
交
通
の
円
滑
化
の
み
な
ら
ず
、
ま
ち
づ
く
り
、
都
市

の
発
展
と
い
っ
た
面
に
お
い
て
も
、
極
め
て
大
き
な
効
果

が
期
待
で
き
る
事
業
で
あ
り
、
平
成
一
七
年
度
は
、
J
R

中
央
線

(東
京
都
)
な
ど
六
二
ヵ
所
に
お
い
て
事
業
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
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表 1 連続立体交差事業の事業実施 ･完了状況

事業箇所 延長 (如1) 除却踏切数

完了 116 約400 約1,200

実施中 62 約220 約650

博醗年以前 んlg78年 ん博盤年 ん舶88年 ~ 調鰡年 ~ 200 1年
注 :事業総延長は事業完了年度、 踏切除却数は除去された年度で計上。

図 1 全国の連続立体交差事業の実績 (累計)

･踏切部における交通渋滞や踏切事故の危険性を一気に解消。
･踏切遮断によるC 0 2排出量の削減など環境面の効果も大きい。

0 1日当たりの踏切遮断時間が約
4割減少するなど、踏切遮断時
間は大幅に短縮

-萎‘ '~
国 璽 切替前

'亥 “へ#惑舗もン総条〉の 切替後

○朝のラッシュ時に、踏切東側の
平均渋滞長が約 9割減少し、交
通渋滞が大幅緩和
　 　　 　　　　　　 　 　　　　　

　 　 　　　　　　　切替後 60m藁麟饗蝉轡岬 '

　　　　 　　
切替後 60m

J R 阪和線上り高架化の整備効果 (長居南 1踏切) ‐--l‐ し

連続立体交差化により複数の踏切を一挙に除去することで、踏切渋滞、
事故を解消するなど道路交通を円滑化するとともに、分断されていた市
街地の一体化を推進。

図 2 連続立体交差事業による道路交通円滑化
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こ
れ
ま
で
に
、
全
国
一
一
六
ヵ
所
で
事
業
を
完
了
、
鉄

道
約
四
〇
〇
如
を
連
続
立
体
交
差
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

約
｢

二
〇
〇
ヵ
所
の
踏
切
を
除
却
し
て
お
り
ま
す

(表

1
、
図
1
･
2
)
。

ま
た
国
土
交
通
省
で
は
、
踏
切
対
策
の
推
進
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
に
表
2
の
通
り
連
続
立
体
交
差
事
業
の
制
度
拡

充
を
実
施
し
て
お
り
、
事
業
推
進
の
取
組
み
を
進
め
て
参

り
ま
し
た
。

ま
た
平
成
一
人
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
以
下
の
制
度

拡
充
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

･
連
立
事
業
の
対
象
に
歩
行
者
交
通
の
多
い
生
活
道
路

の
踏
切
を
追
加

(採
択
基
準
の
拡
充
)

･
立
替
施
行
制
度
の
拡
充

(立
替
施
行
者
の
対
象
の
拡

大
)

･無
利
子
融
資
制
度
の
創
設

三

賢
い
踏
切

踏
切
問
題
を
抜
本
的
に
解
決
す
る
た
め
に
は
、
連
続
立

体
交
差
事
業
な
ど
の
抜
本
対
策
が
必
要
で
す
が
、
｢抜
本

対
策
｣
に
は
多
額
の
事
業
費
と
事
業
期
間
を
要
す
る
た
め
、

短
期
間
で
速
効
的
な
効
果
が
得
ら
れ
る

｢速
効
対
策
｣
を

あ
わ
せ
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。
今
般
、
速
効
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
踏
切
遮
断
時
間

を
短
縮
す
る

｢賢
い
踏
切
｣
(※
)
に
着
目
し
、
本
年
度

よ
り
、
｢賢
い
踏
切
｣
の
導
入
及
び
踏
切
の
制
御
シ
ス
テ

ム
を
さ
ら
に
高
度
化
す
る
た
め
の
技
術
開
発
に
よ
り
、
道

路
交
通
円
滑
化
に
資
す
る
情
報
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
関
し
、
市
民
の
皆
様
方
の

意
見
を
踏
切
対
策
に
反
映
し
、
よ
り

効
果
的
で
速
効
性
の
あ
る
踏
切
対
策

を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成
一
七

年
七
月
に
国
土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
、
日
頃
よ
り
市
民
の
皆
様
が
お

困
り
の
踏
切
箇
所
に
つ
い
て
お
聞
き

し
て
お
り
ま
す
。
本
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
回
答
の
あ
っ
た

｢お
困
り

の
踏
切
｣
及
び
同
時
期
に
実
施
し
た

市
町
村
意
向
調
査
で
回
答
の
あ
っ
た

踏
切
の
中
か
ら
、
想
定
さ
れ
る
設
置

効
果
等
を
勘
案
し
、
ま
た
、
平
成
一

七
年
一
〇
月
開
催
の

｢踏
切
改
善
懇

談
△ご
に
お
け
る
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

二
五
ヵ
所
の

｢賢
い
踏
切
｣
の
実
証

実
験
の
実
施
箇
所
を
選
定
し
ま
し

た
。今
後
こ
れ
ら
の
踏
切
に
つ
い
て
、

実
際
に
試
験
導
入
を
実
施
し
、
そ
の

効
果
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
更

な
る
技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま
す

(図
3
)。

連続立体交差事業における制度拡充の経緯

平成f2年度 踏切道総合対策事業の創設
連続立体交差事業等によるボトルネック踏切の除却や踏切除却による地域作りと併せて鉄道の高
速化を支援するため、重点対象地区を選定し、対策目標を明らかにした踏切道等総合対策プログラ
ムに基づき実施する ｢踏切道等総合対策事業｣ を創設する。その際、同プログラムに位置付けられ
た踏切道改良事業について、採択基準を緩和する。

道路と鉄道が連携した連続立体交差事業の推進

、団体の負担の平準化を図りつつ、事業に対する集中投資を可能とする,
及び立替等に対する道路開発資金の低利融資制度を創設する。

連続立体交差事業における鉄道事業者の立替制度及び貸付制度の拡充

鉄道事業者による立替分に対する道路開発資金の貸付制度の拡充
鉄道事業者負担分に対する道路開発資金の貸付制度の拡充

平成14年度 連続立体交差関連公共施設整備事業の創設
連続立体交差事業の実施に関連して必要となる周辺市街地での街路事業、土地区画整理事業及び
市街地再開発事業について、一定の事業計画に基づき、総合的に実施する ｢連続立体交差関連公共
施設整備事業｣ を統合補助金として創設する。

" 成17年度 連続立体交差事業の施行者拡大
都道府県、政令指定都市に限定されていた連続立体交差事業の施行者に、県庁所在都市及びそれ
に準ずる都市 (人口20万人以上の都市及び特別区) を追加する。

地方公共団体の負担の平準化を図りつつ、事業に対する集中投資を可能とする鉄道事業者による
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遮断機による

交通の遮断時間を

図 3 踏切システムの高度化

,も腫-ん~ノ
O

い

点
速
地
、
じ

は

同

切

が

踏
始
い

開
な
報
い
警
督

て

も
し
車
を

列

策

い

対
遅

断たな警報開始点を追加し蹠駄な踏切待ち時尋 を解消!

急行 ･各停など列車の速度を判断して、警報開始時間を最適

化する ｢賢い踏切｣ を導入

※

｢賢
い
踏
切
｣
ー
踏
切
で
は
、
警
報
開
始
点
を
列
車
が

通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
警
報
が
鳴
り
始
め
る
が
、
速

度
の
異
な
る
列
車

(例
え
ば
特
急
と
普
通
)
が
通
る

路
線
で
は
、
警
報
開
始
点
を
通
過
し
て
か
ら
踏
切
に

到
達
す
る
ま
で
の
時
間
に
列
車
毎
の
差
異
が
生
じ

る
。

･
こ
の
た
め
、
遅
い
列
車
の
場
合
は
速
い
列
車
と
比
較

し
、
警
報
が
鳴
り
始
め
て
か
ら
踏
切
到
達
ま
で
に
余

分
な
時
間
が
か
か
る
こ
と
と
な
る
。

･
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
、
列
車
の
速
度
に
応
じ
た
警

報
開
始
点
を
新
た
に
追
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
踏
切

遮
断
時
間
の
適
正
化
を
図
る
。

四

そ
の
他

｢開
か
ず
の
踏
切
｣
な
ど
の
踏
切
問
題
に
対
し
、
今
後

踏
切
対
策
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、
こ
の
際
、
踏
切
利
用

者
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
多
様
な
視
点
に
立
っ
て
、
踏
切
の

改
善
を
実
感
で
き
る
取
組
み
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

こ
の
観
点
か
ら
、
学
識
経
験
者
、
利
用
者
、
ま
ち
づ
く
り

団
体
メ
ン
バ
ー
等
を
委
員
と
し
て

｢踏
切
改
善
懇
談
会
｣

を
発
足
致
し
ま
し
た
。
今
後
こ
の
懇
談
会
に
お
け
る
議
論

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
緊
急
対
策
踏
切
に
対
す
る
取
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
す
。

五

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
は
、
連
続
立
体
交
差
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
踏
切
対
策
を
ス
ピ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
事
業
の
実
施

に
か
か
る
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。



◆踏切問題市民アンケート結果の概要
踏切対策にかかる重要性や、立体交差化により踏切が実際に除却されるまで一定の時間を要するこ
とを踏まえた速効的な対策の必要性について市民の皆様の意識を把握することを目的として、平成17
年 7月に国土交通省のホームページで ｢踏切問題市民アンケート｣ を実施し、 755通の回答をいただ
きました。

① 踏切対策全般について
全体の約 9 割の回答者が、 踏
切対策は重要と回答。
また、 そのうちの約 7 割が踏
切対策は非常に重要で、 その
スピードアップが必要と回答。

、③ 速効対策の実施について
′ t

全体の約 8割の回答者が立体交
差化による抜本対策を実施する
までの間、速効的な対策が必要
と回答。

踏切対策は非常に重要な課題であり、
スピードアップして取り組むべき

踏切対策は非常に重要な課題だが、 他の重要施策
もあり、スピードアップまでする必要はない。

loo
　 　 　　　　　 　 　 　 　　　 　

-.lM
T

:
鬮
圓
縢

鬮雲滝
特に踏切対策が重要とは感じていない。

その他

抜本対策をいずれやるのであれば、
速効的な対策はする必要はない。

抜本対策による踏切除却には時間がかかるので、
速効的な対策も実施すべき。

その他

○、 KA ?○!、 30･ 40礼 50･ SOメ･ 7C}･ 80･鎌○も、

神社美樹

鬮荘川掛川=
K

○、 区八 20･ 30･ 4[洲も 50n $0ん 70･ 60･ 90･ ~, ⑤ 効果的な速効対策について
･有効と考えられる速効対策につ
いては回答が分かれ、 狭い歩道
の拡幅が最多数であった。
･その他の回答としては、
ー車道の拡幅
- 踏切と交通信号の連動システ

ー踏切道の凹凸解消 など

踏切の歩道を拡幅し、歩行者、自転車が
踏切を渡りやすくする。

歩行者が横断できる横断歩道橋や
地下道を設置する。

｢賢い踏切｣ を設置し、踏切の遮断時間を
短縮する。

その他

列車がなかなか来ないのに、遮断時間が非常に長い。

列車の連行頻度が高いため、遮断時間が長い。

踏切渋滞がひどい。

踏切部のみ歩道がなく (狭く)、歩行者の通行が危険。

その他

また、 本アンケート調査では、 併せて日頃より困っている踏切がある場合、 その踏切の実態や望ま
しい対策についてもご回答をいただいき、 計351通の回答を頂きました。

④ 問題踏切の実態
問題踏切の実態については、速
断時間の長さ、 渋滞のひどさ、
交通の安全性など回答が多岐に
わたっています。
その他の回答としては、
- 駅停止時の踏切遮断
- 交差点との隣接による渋滞
- 通学路内踏切の危険性

など

⑤ 上記④に対する必要な対策
･③と同様、 回答は歩道の拡幅が
最多数ですが、 多岐にわたって
います。
･その他の回答としては、
- 鉄道等の立体化
- 駅停車時の踏切開放

など

"00
○、 iQ･ 20･ 30･ 40･ 50･ 60も 70･ 80･ 90･ 、

踏切の歩道を拡幅することにより、
歩行者、自転車が踏切を渡りやすくなる。

　　　
0、 lo･ 20･ 30･ 40･ 50･ 60･ '0、 80･ 90･ 、

、
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歩行者が横断できる横断歩道橋や地下歩道を設置。

｢賢い踏切｣ を設置し、踏切の遮断時間を
短縮する。
その他



◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

｢信
頼
さ
れ
る
会
社
｣

｢地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
会
社
｣
に
向
か
っ
て

一

は
じ
め
に

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
日
本
道
路
公
団
の
分

割
･
民
営
化
に
よ
り
、平
成
一
七
年
一
〇
月
一
日
に
設
立
、

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
東
日
本
地
域
の

高
速
道
路
の
管
理
･
建
設
事
業
及
び
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
･

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
事
業

･
新
事
業
等
を
通
じ
て
、
真
に

お
客
様
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
尽
く
す
会
社
に
な

る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

二

今
後
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

当
社
で
は
、
｢今
後
の
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
｣
を

策
定
し
、
昨
年
一
0
月
五
日
に
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
真
に
お
客
様
に
信
頼
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に

尽
く
す
会
社
と
し
て
の
経
営
理
念
や
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
を
定

め
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
の
経
営
方
針
な
ど

を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
一
部
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。

1

経
営
理
念

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
、
高
速
道
路
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
有
効
に
活
用
し
、
そ
の
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ

せ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の
発
展
と
暮
ら
し
の
向
上
、
さ

ら
に
広
く
日
本
経
済
全
体
の
活
性
化
に
貢
献
し
ま
す
。

2

経
営
ビ
ジ
ョ
ン

《お
客
様
》

お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
ご
満
足
い
た

だ
け
る
よ
う
務
め
ま
す
。

つ
ね
に
お
客
様
の
目
線
で
、
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社

鴬　

様
の
ニ
ー
ズ
を
と
こ
と
ん
考
え
抜
い
た
道
路
空
間
を
創

造
し
ま
す
。

《社

会
》
公
正
で
透
明
な
企
業
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
信
頼

さ
れ
、
愛
さ
れ
る
存
在
を
目
指
し
ま
す
。

健
全
な
経
営
の
も
と
社
会
的
責
任
を
果
た
す
と
と
も

に
、
技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
地
域
社
会
や
地
球

環
境
と
の
共
生
を
図
り
ま
す
。

《投
資
家
》

明
確
な
経
営
責
任
の
も
と
、
投
資
家
の
皆
様
の
ご
期

待
に
お
応
え
し
ま
す
。

効
率
性
の
追
求

･
経
営
資
源
の
最
適
活
用
に
よ
り
、

企
業
価
値
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
的
確
な
企
業
情

報
の
発
信
を
行
い
ま
す
。

《社

員
》
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社
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が

｢や
り
が
い
｣
を
実
感
で
き

る
企
業
風
土
を
は
ぐ
く
み
ま
す
。

各
自
の
努
力
と
そ
の
成
果
が
公
平
に
認
め
ら
れ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
発
揮
で
き
る
会
社
を
つ
く
り
ま
す
。

3

経
営
方
針

○
高
速
道
路
を
ご
利
用
さ
れ
る
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を

第
一
に
、
お
客
様
の
満
足
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

○
徹
底
し
た
コ
ス
ト
削
減
の
も
と
、
効
率
的
な
経
営
を
行

い
、
高
速
道
路
の
貸
付
料
を
着
実
に
支
払
い
ま
す
。

○
談
合
等
の
不
正
防
止
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
企
業
の
見
直
し
な

ど
、
公
正
･
透
明
な
経
営
を
通
じ
、
信
頼
性
の
向
上
に

努
め
、
企
業
の
社
会
的
責
任

(C
S
R
)
を
果
た
し
ま

す
。

[事
業
目
標
]

･
安
全
で
円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
し
つ
つ
、
引
き
続

き
管
理
コ
ス
ト
の
削
減
(平
成
一
四
年
度
比
三
割
減
)

を
図
る
と
も
に
、
E
T
C
を
活
用
し
た
弾
力
的
な
料

金
設
定
や
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
ご
提
供
し
、
使
い
や

す
く
安
心
な
高
速
道
路
を
追
求
し
ま
す
。

･
道
路
構
造
の
見
直
し
や
技
術
開
発
な
ど
に
よ
る
徹
底

し
た
コ
ス
ト
削
減
を
行
い
つ
つ
、
約
五
〇
〇
如
の
道

路
の
新
設
事
業
と
約
一
〇
0
蹴
の
四
車
線
化
事
業
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
新
直
轄
区
間
に
つ
い
て
は
、

技
術
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
国
の
事
業
推
進
に
協
力

し
、
東
日
本
地
域
に
お
け
る
信
頼
性
の
高
い
高
速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
貢
献
し
ま
す
。

･
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
い
て

は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
積
極
的
な
導
入
、

地
域
色
豊
か
な
商
品
･
飲
食
店
の
拡
充
、
高
速
道
路

を
ご
利
用
に
な
る
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
商
品
･
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、
高
速

道
路
を
始
め
と
す
る
経
営
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
進
出
を
図
り
ま
す
。

三

組
織
図

(平
成
一
七
年
一
0
月
一
日
現
在
)

螂総

額
所

1

箇
箇
箇

6

社

6
6
0

0

社

(
(
(

支

所
所
所
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四

事
業
エ
リ
ア

(主
要
道
路
を
記
載
)凡例

沈炙樣営業中
,湖鰍粥建設中･調査中
※新直轄区間を含む

　

　

　

八

東

岬

道

道

道

“

↓

道

越

陸

越

野

閲

北

信

長

上

ン

当
蕁
-
イ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

磐
関
関
ク
山
央

磐
常
北
東

ア
館
圏。“““

五

事
業
内
容

1

道
路
管
理
事
業

二
四
時
間
三
六
五
日
、
一
日
二
三
〇
万
台
の
お
客
様
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
料
金
施
策
の
導
入
と
ス

ム
ー
ズ
な
料
金
所
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

○
安
全

･
快
適
な
走
行
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
良
好
で

適
切
な
管
理
を
実
施
し
ま
す
。

ー
例
え
ば
、
こ
こ
五
年
間
程
度
に
お
い
て

･
雨
の
日
に
も
水
し
ぶ
き
が
と
ば
な
い
、
す
べ
り
に
く

い
道
路
と
す
る
た
め
、
高
機
能
舗
装
の
比
率
を
約
五

割
か
ら
約
六
割
に
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。

･
阪
神

･
淡
路
大
震
災
ク
ラ
ス
の
大
地
震
に
も
耐
え
る

た
め
、
対
策
が
必
要
な
橋
梁
の
補
強
を
概
ね
完
了
し

ま
す
。

0
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
さ

ら
な
る
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

･
接
客
マ
ナ
ー
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
と
連

携
し
た
新
た
な
交
通
需
要
の
創
出
や
E
T
C
を
活
用

し
て
お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
料
金

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
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2

道
路
建
設
事
業

高
速
道
路
の
新
設
や
改
築
に
よ
り
信
頼
性
の
高
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
ま
す
。

道

道

道

東

榑

央

道

札

道

"
〉



○
着
実
な
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
ネ
ッ
ト
ワ

3

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(S
A
･

ー
ク
機
能
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

P
A

･
地
域
の
発
展
と
く
ら
し
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、
道

東
道
、
常
磐
道
、
日
本
海
東
北
道
、
東
関
東
道
等
を

整
備
し
ま
す
。

･
首
都
圏
に
お
け
る
交
通
混
雑
の
緩
和
や
快
適
な
走
行

空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
外
環
道
、
圏
央
道
、
北
関

東
道
を
整
備
し
ま
す
。

･
安
全
性
や
快
適
性
の
向
上
の
た
め
、
磐
越
道
や
上
信

越
道
等
の
上
下
二
車
線
区
間
を
四
車
線
に
拡
幅
し
ま

す
。

.
高
速
道
路
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
や
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
を
新
設
し
ま

す
。

○
地
球
環
境
に
配
慮
し
た
道
路
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

･
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
新
設
す
る
高
速
道
路
の

斜
面
に
植
樹
し
、
⑲
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

○
東
京
外
環
自
動
車
道
三
郷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
~
三
郷
南

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通

･
民
営
化
会
社
の
開
通
と
し
て
は
初
め
て
、
三

月
二

七
日
に
東
京
外
環
道
の
三
郷
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
~
三

郷
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
四
･
一
如
が
開
通

し
、
外
環
三
郷
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
出
口
の
渋

滞
が
解
消
し
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
開
通
で
東
京
外

環
自
動
車
道
は
総
延
長
八
五
m
の
う
ち
、
四
0
%
に

あ
た
る
三
四
臘
が
開
通
し
ま
し
た
。

P
A
)
事
業

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
向
上
と
多
機
能
化
に
よ
り
、
お
客
様

に
ご
満
足
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
収
益
の
拡
大
を
目
指

し
ま
す
。

○
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
を
お
届

け
し
ま
す
。

ー
お
客
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
商
品
･
サ
ー
ビ

ス
の
提
供

･
ど
な
た
に
で
も
お
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
物

販
･
飲
食
施
設
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

･
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の
味
が
楽
し
め
る
個
性
的
な
飲

食
店
を
増
や
し
ま
す
。

･
｢お
値
頃
感
｣
｢安
心
感
｣
を
実
感
し
て
い
た
だ
け

る
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

･
魅
力
あ
る
商
品
や
ニ
ー
ズ
の
高
い
商
品
を
充
実
さ
せ

ま
す
。

･
地
域
色
豊
か
な
特
産
品
や
野
菜
な
ど
の
地
場
生
鮮
品

を
販
売
し
ま
す
。

･
地
域
と
協
力
し
て
、
周
辺
観
光
情
報
な
ど
の
情
報
発

信
を
行
い
ま
す
。

ー
便
利
さ
、
快
適
さ
の
追
求

･
店
舗
な
ど
の
施
設
の
清
潔
、
綺
麗
を
徹
底
し
ま
す
。

･
ど
な
た
に
で
も
ご
利
用
し
や
す
く
、
快
適
に
休
憩
で

き
る
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

･
移
動
の
疲
れ
を
癒
す
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

○
事
業
環
境
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
効
率
的
な
事
業

運
営
に
努
め
ま
す
。

･
地
域
特
性
、
利
用
者
動
向
、
市
場
動
向
等
を
十
分
に

把
握
し
、
最
適
な
施
設
配
置
に
努
め
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
管
理
運
営

会
社
の
設
立

サ
ー
ビ
ス
ア
リ
ア
･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
内
商
業
施
設

の
管
理
運
営
を
行
う
、
当
社
全
額
出
資
の
子
会
社

｢ネ
ク

セ
リ
ア
東
日
本
株
式
会
社
｣
を
平
成
一
七
年
三
一月
八
日

設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
を
よ

り
魅
力
あ
る
空
間
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
専

門
性
･
効
率
性
を
追
求
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
た

め
に
設
立
し
た
も
の
で
す
。
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4

新
事
業

新
規
事
業
分
野
を
開
拓
し
、事
業
機
会
を
創
造
し
ま
す
。

○
高
速
道
路
の
潜
在
的
な
お
客
様
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
を
踏

ま
え
た
事
業
機
会
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

･
高
速
道
路
を
始
め
と
す
る
経
営
資
源
を
活
用
し
た
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
進
出
を
図
り
ま
す
。

･
新
た
な
商
業
施
設
の
設
置
に
向
け
、
周
辺
施
設
と
連

携
し
て
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
開
発
を
図
り
ま
す
。

･
知
的
財
産
の
蓄
積
を
図
り
、
事
業
機
会
の
創
出
を
目

指
し
ま
す
。



○
収
益
性
の
優
れ
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
着
実

に
新
規
事
業
を
進
め
ま
す
。

･
東
日
本
の
地
域
特
性
、
お
客
様
ニ
ー
ズ
、
市
場
動
向

等
を
十
分
に
把
握
し
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

･
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
発
揮
で
き
る
事
業

に
つ
い
て
は
、
他
の
高
速
道
路
株
式
会
社
と
協
力
･

連
携
を
図
り
ま
す
。

･
先
進
企
業
と
の
業
務
提
携

(経
営

･
技
術
ノ
ウ
ハ
ウ

の
導
入
)
を
視
野
に
入
れ
て
事
業
を
進
め
ま
す
。

5

重
点
事
業

(E
T
C
)

○
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
E
T
C
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る

よ
う
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

･
現
在
、
新
た
に
E
T
C
車
載
器
を
ご
購
入
し
て
E
T

C
マ
イ
レ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
に
平
成
一
八
年
三
月
末
ま

で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
く
と
、
も
れ
な
く
六
〇
0

ポ
イ
ン
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
さ
ら
に
平
成
一
七
年
一

二
月
の
ご
利
用
分
と
平
成
一
八
年
一
月
か
ら
三
月
ま

で
の
土
曜
･
日
曜
･
祝
日
の
ご
利
用
分
に
通
常
の
三

倍
の
ポ
イ
ン
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
E
T
C
レ
ー
ン
の
増
設
、
専
用
運
用
の
拡

大
等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
E
T
C
問
合
せ
窓
口

(E
T
C
プ
ラ
ザ
)
の
充
実
を
図
る
等
、
数
々
の
普

及
促
進
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今

後
と
も
、
お
客
様
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
E
T
C
の
普
及
促
進
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

6

平
成
ニ
ハ年
新
潟
県
中
越
地
震
本
復
旧
工
事

平
成
一
六
年
一
〇
月
二
三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

地
震
に
よ
り
、
関
越
自
動
車
道
六
日
町
I
C
~
長
岡
J
C

T
及
び
北
陸
自
動
車
道
柏
崎
I
C
~
三
条
燕
I
C
間
に
被

害
が
生
じ
ま
し
た
。
平
成
一
七
年
五
月
の
雪
解
け
後
か
ら

本
格
的
な
復
旧
工
事
に
着
手
し
鋭
意
工
事
を
進
め
た
結

果
、
昨
年
中
に
舗
装
工
事
が
完
了
し
、
全
線
で
交
通
規
制

を
解
除
し
ま
し
た
。

穴

お
わ
り
に

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
は
民
間
会
社
と
し
て
の
自

覚
を
大
切
に
し
役
員
、
社
員
一
丸
と
な
っ
て
、
｢信
頼
さ

れ
る
会
社
｣
｢地
域
の
発
展
に
貢
献
す
る
会
社
｣
に
向
か

っ
て
、
｢限
り
な
き
前
進
｣
を
続
け
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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先
進
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
へ

ー
阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
の
発
足
に
あ
た
っ
て
ー

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社

饑 ◎ ◎ ◎

一
は
じ
め
に

平
成
一
七
年

一
〇
月
一
日
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、

｢先
進
の
高
速
道
路
サ
ー
ビ
ス
へ
｣
を
企
業
理
念
に
掲
げ
、

｢阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
｣
と
し
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
ま
し
た
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
は
、
人
口
の
集
中
と
自
動
車
交
通

の
増
加
に
伴
い
悪
化
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
阪
神
地
区
の

交
通
事
情
の
抜
本
的
な
解
決
を
図
る
た
め
、
官
民
挙
げ
て

の
地
域
の
強
い
要
望
を
背
景
に
、
昭
和
三
七
年
五
月
に
国

及
び
地
元
地
方
公
共
団
体
の
出
資
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
以

来
、
四
三
年
間
に
わ
た
り
、
関
西
都
市
圏
の
基
幹
施
設
で

あ
る
阪
神
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
と
管
理
に

全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、
営
業
延
長
は
二

三
三
･
八
踊
に
達
し
、
一
日
当
た
り
約
九
〇
万
台
、
約
一

三
〇
万
人
の
お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
く
市
民
生
活
全

般
を
支
え
る
関
西
都
市
圏
の
大
動
脈
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
民
営
化
の
目
的
は
、
①
約
四
兆
円
に
の
ぼ
る

債
務
を
確
実
に
返
済
す
る
こ
と
、
②
地
域
に
真
に
必
要
な

高
速
道
路
を
早
期
に
か
つ
で
き
る
だ
け
少
な
い
国
民
負
担

で
建
設
す
る
こ
と
、
③
民
間
企
業
の
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取

り
入
れ
、
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
多
様
で
弾
力
的

な
料
金
を
設
定
し
た
り
、
新
た
な
事
業
を
創
り
出
し
、
お

客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
こ
と
で

す
。当

社
で
は
、
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
公
団
か
ら

引
き
継
い
だ
阪
神
高
速
道
路
と
い
う
貴
重
な
財
産
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
お
客
さ
ま
の
満
足
を

実
現
し
、
関
西
都
市
圏
の
暮
ら
し
や
経
済
の
発
展
に
貢
献

◎

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三

阪
神
高
速
道
路
株
式
会
社
の
概
要

1

会
社
の
概
要

①

代
表
者

代
表
取
締
役
会
長

田
中

宰

代
表
取
締
役
社
長

木
下

博
夫

②

本
社

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
四
-
一-
三

③

社
員
数

八
三
一
名

④

資
本
金

一
〇
〇
億
円
(十
資
本
準
備
金
一
0
0
億
円
)

⑤

目
的
高
速
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
、
修
繕
そ
の
他

の
管
理
を
効
率
的
に
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
道
路
交

通
の
円
滑
化
を
図
り
、
以
て
国
民
経
済
の
健
全
な
発

展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
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⑥

事
業
内
容

･
高
速
道
路
の
新
設
･
改
築
、
維
持
･
修
繕

･
そ
の

他
の
管
理

･
高
速
道
路
の
休
憩
所
等
の
運
営

･
国
･
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の
委
託
に
よ
る
道
路

の
建
設
･
管
理
･
調
査
等

･
そ
の
他
の
事
業

⑦

営
業
路
線

一
三
三
･
人
知

⑧

建
設
中
路
線

ニ
ー
･
八
如

2

企
業
理
念
、
経
営
方
針
、
行
動
規
範

=

企
業
理
念

新
会
社
の
発
足
に
あ
た
り
、
当
社
で
は

｢先
進
の
道
路

サ
ー
ビ
ス
へ
｣
を
企
業
理
念
に
掲
げ
ま
し
た
。

安
全
･
安
心

･
快
適
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
お
客

さ
ま
の
満
足
を
実
現
し
、
関
西
の
く
ら
し
や
経
済
の
発
展

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
当
社
の
使
命
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
長
年
培
っ
て
き
た
道
路
事
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
活
か
し
て
そ
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
く

こ
と
に
よ
り
、
｢
一
歩
先
を
行
き
、
や
さ
し
さ
に
満
ち
た

サ
ー
ビ
ス
｣を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
経
営
方
針
、
行
動
規
範

企
業
理
念
を
実
現
す
る
た
め
、
三
項
目
か
ら
な
る
経
営

方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
阪
神
高
速
は
、
お
客
さ
ま
や
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
ま
す
。

◆
阪
神
高
速
は
、
公
正
で
透
明
な
経
営
を
維
持
し
、
健

全
な
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

◆
阪
神
高
速
は
、
社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
迅

速
･
的
確

･
積
極
的
に
行
動
し
ま
す
。

ま
た
、
企
業
理
念
及
び
経
営
方
針
を
具
体
化
す
る
社
員

一
人
一
人
の
行
動
目
標
と
し
て
、
七
つ
の
行
動
規
範

(お

客
さ
ま
の
視
点
、
社
会
と
の
調
和
、
前
向
き
な
発
想
、
創

意
工
夫
、
コ
ス
ト
意
識
、
現
場
主
義
、
情
報
の
共
有
)
を

策
定
し
ま
し
た
。
全
社
員
一
丸
と
な
っ
て
効
率
化
、
活
性

化
を
図
り
、
お
客
さ
ま
本
位
の
経
営
と
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
て
運
営
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。三

今
後
の
事
業
展
開

1

高
速
道
路
事
業

の

高
速
道
路
の
新
設
、
改
築

引
き
続
き
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
、
適
切
な
分
担
の

も
と
、
都
市
再
生
環
状
道
路
な
ど
、
地
域
か
ら
期
待
さ
れ

て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
向
け
て
、
大
和
川
線
等

五
路
線
三
一
･
人
知
の
建
設
事
業
を
着
実
に
実
施
し
ま

す
。大

阪
地
区
で
は
、
都
市
再
生
環
状
道
路
の
一
部
と
な
る

淀
川
左
岸
線
及
び
大
和
川
線
の
建
設
を
、兵
庫
地
区
で
は
、

災
害
に
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
J
ク
の
整
備
を
目
指
し
、
神
戸
山
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手
線
の
残
区
間
の
建
設
を
、
京
都
地
区
で
は
、
京
都
市
内

の
渋
滞
を
緩
和
す
る
た
め
、
新
十
条
通
及
び
油
小
路
線
の

建
設
を
、
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
な
が
ら
進
め
ま
す
。

②
高
速
道
路
の
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理

営
業
中
の
高
速
道
路
二
三
三
･
八
如
の
管
理
に
つ
い
て

は
、
E
T
C
の
普
及
に
伴
う
業
務
の
効
率
化
、
技
術
開
発

に
よ
る
管
理
の
効
率
化
等
に
よ
り
、
管
理
コ
ス
ト
の
削
減

を
図
り
つ
つ
、
お
客
さ
ま
に
安
全

･
安
心
･
快
適
な
走
行

を
提
供
す
る
た
め
、
適
切
か
つ
効
率
的
な
道
路
維
持
管
理

を
実
施
し
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
E
T
C
を
活
用
し
、
時
間
帯
に

よ
る
割
引
な
ど
弾
力
的
な
料
金
施
策
の
導
入
を
進
め
ま

す
。

2

高
速
道
路
事
業
以
外
の
事
業

昨
年
一
一
月
一
日
、
財
団
法
人
か
ら
駐
車
場
事
業
及
び

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
事
業
の
譲
渡
を
受
け
、
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
基
盤
に
、
高
架
下
の
土
地
や
遊
休
不

動
産
の
活
用
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
高
度
化
、
さ
ら
に

は
こ
れ
ま
で
公
団
が
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た

土
木
工
事
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
請
負
な
ど
の

新
た
な
収
益
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す

四

お
わ
り
に

関
西
都
市
圏
の
道
路
網
は
、
渋
滞
問
題
、
環
境
問
題
、

道
路
機
能
の
高
度
化
な
ど
今
も
多
く
の
課
題
を
抱
え
、
ま

た
、
阪
神
高
速
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
整
備
途
上
で
あ

り
、
な
お
不
十
分
な
状
態
に
あ
り
ま
す
。
関
西
が
再
生
し

て
い
く
上
で
阪
神
高
速
道
路
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
充
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後

も
国
や
地
方
公
共
団
体
と
十
分
な
協
議
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
そ
の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
ど
も
は
、
今
回
の
民
営
化
を
新
た
な
創
業
の
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
お
客
さ
ま
や
地
域
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
、
効
率
的
で
透
明
な

経
営
に
努
め
、
関
西
の
く
ら
し
や
経
済
の
発
展
に
貢
献
し

た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

民
営
化
に
あ
た
り
、
｢先
進
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
へ
｣
を

企
業
理
念
と
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
か
し
な
が
ら
、
一
層
安
全

･
安
心
･

快
適
な
道
路
の
提
供
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業

に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、
お
客
さ
ま
に
満
足
の
い

た
だ
け
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
し
て
い
く
決
意
で
す
。

会
社
創
業
期
の
今
年
度
を
民
営
化
本
格
稼
働
準
備
期
間

と
位
置
づ
け
、
全
社
改
革
運
動
の
実
施
な
ど
真
に
株
式
会

社
と
な
る
た
め
の
徹
底
し
た
取
組
み
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
今
回
の
民
営
化
が
成
功
で
あ
っ
た
と
皆
様
か
ら
評
価

い
た
だ
け
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
新
た
な
航
海
に
向
け
て
船
出
し
た
阪
神
高
速

道
路
株
式
会
社
に
引
き
続
き
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

道行セ 2006.1 3!
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〔
一
審
判
決
〕

平
成
一
七
年
六
月
二
二
日

青
森
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(原
告
控
訴
)

〔控
訴
審
判
決
〕
平
成
一
七
年
一
0
月
二
〇
日

仙
台
高
等
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

は
じ
め
に

国
家
賠
償
法
二
条
に
い
う

｢瑕
疵
｣
の
存
否
は
、
当
該

営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
利
用
状
況
等
の
事
情
を
総
合
考

慮
し
て
個
別
的
、
具
体
的
に
判
断
す
べ
き
も
の
で
、
利
用

者
に
極
端
に
不
相
応
な
負
担
を
強
い
る
場
合
も
、
そ
の
判

断
要
素
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
事
例
紹
介
は
、
国
道
拡
幅
工
事
に
伴
う
中
央
分

離
帯
設
置
に
よ
り
、
原
告
ら
に
日
常
生
活
上
の
不
便
が
生

じ
た
り
、
原
告
ら
所
有
の
土
地
の
価
値
が
下
落
し
た
と
し

て
、
被
告
国
に
対
し
て
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠

償
を
請
求
し
た
事
案
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。

-≧ ′, .
a
lt
. - 囲

一

事
案
の
概
要

1

原
告
ら
の
主
な
請
求

被
告
は
各
原
告
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
二
五
〇
万
円
を

支
払
え
。

2

争
い
の
な
い
事
実
等

①
原
告
ら
は
夫
婦
で
あ
り
、昭
和
四
五
年
こ
ろ
か
ら
、

所
有
す
る
土
地
建
物
で
居
住
し
て
い
る
。

②
被
告
は
、
平
成
三

年
か
ら
一
三
年
ま
で
、
一
般

国
道
四
号
線
青
森
東
バ
イ
パ
ス
車
線
拡
幅
工
事

(二

車
線
か
ら
四
車
線
に
拡
幅
す
る
工
事
)
を
実
施
し
、

平
成
一
三
年
八
月
一
日
に
供
用
を
開
始
し
た

(以
下

｢本
件
道
路
｣
と
い
う
。)。
本
件
道
路
と
原
告
ら
居

宅
の
位
置
関
係
は
、
公
道
か
ら
原
告
ら
居
宅
に
入
る

に
は
本
件
道
路
を
経
由
す
る
の
が
唯
一
の
方
法
で
あ

る
。

-

③
被
告
は
、
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
別
紙
図
面
の
と

お
り
、
本
件
道
路
に
中
央
分
離
帯
と
フ
ェ
ン
ス
を

設
置
し
た

(以
下

｢本
件
中
央
分
離
帯
等
｣
と
い

う
。)
が
、
原
告
ら
居
宅
前
か
ら
南
東
部
集
落
へ
至

る
道

(里
道
)
と
の
交
差
部
分
に
は
開
口
部
が
設

け
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
原
告
ら
は
、
本

件
中
央
分
離
帯
等
が
で
き
た
こ
と
で
、
南
東
部
集

落
に
行
く
た
め
に
は
、
本
件
道
路
に
出
て
東
方
の

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
ま
で
迂
回
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
原
告
ら
が
西
方
に
行

く
た
め
に
は
本
件
道
路
を
次
の
交
差
点
ま
で
行
っ

て
U
タ
ー
ン
を
し
、
ま
た
、
原
告
ら
が
東
方
か
ら

原
告
ら
居
宅
に
行
く
た
め
に
は
本
件
道
路
を
次
の

信
号
機
の
あ
る
交
差
点
で
U
タ
ー
ン
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

中
央
分
離
帯
等
設
置
に
よ
る

機
侵
害
利
益
の
存
在
が
争
わ
れ
た
事
例

~
青
森
国
道
四
号
損
害
賠
償
請
求
事
件
~

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

岡
崎

之
彦

道イテセ 20064 33



二

主
な
争
点

争
点
及
び
当
事
者
の
主
張

の

原
告
ら
の
本
訴
提
起
が
訴
権
の
濫
用
か

(本
案
前
の

主
張
)

ア

被
告
の
主
張

本
件
訴
え
は
、
工
作
物
収
去
等
請
求
事
件

(青
森

地
方
裁
判
所
平
成
一
六
年
九
月
一
〇
日
判
決
、
以
下

｢前
訴
｣
と
い
う
。
【参
考
事
例
参
紹
鴛
)
に
お
い
て
、

既
に
終
了
し
た
紛
争
を
実
質
的
に
蒸
し
返
す
も
の
で

あ
っ
て
訴
権
の
濫
用
に
当
た
り
、
訴
訟
上
の
信
義
則

に
反
し
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
却
下
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。

イ

原
告
の
主
張

本
件
は
二
重
起
訴
に
あ
た
ら
ず
、
ま
た
、
訴
権
の

濫
用
に
も
あ
た
ら
な
い
。

②

被
侵
害
利
益
の
存
在
及
び
違
法
性
の
有
無

ア

原
告
ら
の
主
張

の
被
侵
害
利
益

a

本
件
中
央
分
離
帯
等
に
開
口
部
が
設
け
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
原
告
ら
居
宅
は
南
東
部
集

落
と
分
断
さ
れ
、
上
記
争
い
の
な
い
事
実
等
③
の

と
お
り
、
毎
回
迂
回
す
る
必
要
が
生
じ
る
と
い
う

不
利
益
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
苦
痛
は
想
像
を
絶

し
て
い
る
。
被
告
は
、
原
告
ら
が
居
宅
か
ら
こ
れ

に
接
す
る
道
路
に
自
由
に
出
入
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
権
利
･
利
益

(憲
法
二
二
条
の
居
住
･
移
転

被
告
は
、
上
記
行
為
に
よ
り
、
原
告
ら
の
上
記
の

の
自
由
に
よ
り
保
障
さ
れ
る
。)
を
侵
害
し
て
い

の
利
益
を
違
法
に
侵
害
し
、
原
告
ら
は
耐
え
難
い
苦

る
。

南

波
(っ

"

o
フ

こ
"ず

訓譲

癪斗
ま

b

緊
急
時
に
消
防
車
、
救
急
車
両
、
警
察
車
両
が

原
告
ら
居
住
地
に
速
や
か
に
到
着
で
き
な
く
な
る

お
そ
れ
が
生
じ
、
ま
た
冬
季
間
の
除
雪
車
の
出
入

り
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
原
告
ら
の

幸
福
追
求
権

(憲
法
一
三
条
)、
生
存
権

酋
恩法

二
五
条
)
を
侵
害
し
て
い
る
。

c

本
件
中
央
分
離
帯
等
の
設
置
に
よ
り
、
原
告
ら

の
所
有
地
は
著
し
く
不
便
と
な
り
、
土
地
と
し
て

の
価
値
も
下
が
っ
て
い
る
。

d

本
件
道
路
に
は
開
口
部
が
設
け
ら
れ
た
場
所
も

あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
、
本
件
と
異
な
る
取
扱
い

を
す
る
根
拠
が
見
当
た
ら
な
い
場
所
も
存
在
す

る
。
原
告
ら
一
般
住
民
と
、
地
域
の
有
力
者
と
の

間
で
不
合
理
な
差
別
的
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る

と
い
え
、
こ
の
よ
う
な
差
別
は
、
憲
法
一
四
条
の

平
等
権
保
障
に
反
し
て
い
る
。

の
違
法
性
等

被
告
は
、
拡
幅
工
事
前
か
ら
、
原
告
ら
が
居
住
し

て
い
る
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
。
被
告
は
、
原
告
ら

が
開
口
部
を
設
け
る
よ
う
要
望
し
て
い
た
の
に
こ
れ

を
無
視
し
、
本
件
中
央
分
離
帯
等
設
置
後
は
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
設
け
て
陳
情
し
て
い
る
の
に
、
開
口
部

を
設
け
て
い
な
い
。

の
利
益
を
違
法
に
侵
害
し
、
原
告
ら
は
耐
え
難
い
苦

痛
を
被
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
す
る
慰
謝
料
は
各
々

二
五
〇
万
円
が
相
当
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
原
告
ら
は
、

被
告
に
対
し
、
国
家
賠
償
法
に
基
づ
き
上
記
各
金
員

の
支
払
を
求
め
る
。

イ

被
告
の
主
張

被
告
は
、
道
路
法
及
び
道
路
構
造
令
の
規
定
に
基
づ

き
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
本
件
中
央
分
離
帯
等
を
設
置
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
そ
の
行
為
は
法
令
に
反
し
な
い
正
当
な
行
為
で
あ

る
o被

告
に
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
本
件
中
央
分
離
帯
等

に
開
口
部
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
職
務
上

の
法
的
義
務
は
な
く
、
国
家
賠
償
法
上
の
違
法
性
も
な

い
。
さ
ら
に
、
原
告
ら
が
被
侵
害
利
益
と
し
て
主
張
す

る
も
の
は
、
い
ず
れ
も
独
自
の
見
解
に
過
ぎ
ず
、
権
利

侵
害
も
認
め
ら
れ
な
い
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断

※

青
森
地
裁
の
判
断
を
仙
台
高
裁
支
持

(以
下
に
掲
げ

る
判
断
理
由
は
、
仙
台
高
裁
に
よ
る
訂
正
後
の
も
の
。)

主
文原
告
ら
の
請
求
を
、
い
ず
れ
も
棄
却
す
る
。



1

原
告
ら
の
本
訴
提
起
が
訴
権
の
濫
用
か

(本
案
前
の

主
張
)

証
拠
に
よ
れ
ば
、
原
告
ら
は
前
訴
に
お
い
て
、
被
告
に

対
し
、
本
件
中
央
分
離
帯
等
の
一
部
収
去
と
、
慰
謝
料
を

請
求
し
て
い
た
が
、
根
拠
と
な
る
法
的
権
利
を
｢既
得
権
｣

で
あ
る
旨
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
前
訴
判
決
は
、

原
告
ら
が
、
｢既
得
権
｣
と
の
み
主
張
し
、
各
請
求
の
前

提
と
な
る
べ
き
原
告
ら
の
権
限

(法
的
利
益
)
に
つ
い
て

主
張
を
明
ら
か
に
し
な
い
か
ら
、
原
告
ら
の
主
張
は
失
当

で
あ
り
、
そ
の
余
の
点
を
判
断
す
る
ま
で
な
く
理
由
が
な

い
と
し
て
、
原
告
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
前
訴
に
お
い
て
は
理
由
中
に
お
い
て
も

本
件
訴
訟
の
訴
訟
物
に
対
し
て
何
ら
判
断
が
さ
れ
た
わ
け

で
は
な
い
し
、
控
訴
入
ら
は
、
前
訴
の
判
断
を
踏
ま
え
、

改
め
て
訴
訟
物
を
特
定
し
直
し
て
再
度
訴
訟
を
提
起
し
た

に
す
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
訴
権
の
濫
用
と
ま
で

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

2

被
侵
害
利
益
と
違
法
性
に
つ
い
て

①
ア

原
告
ら
が
被
侵
害
利
益
と
し
て
主
張
す
る
も

の
は
、
結
局
、
①
日
常
生
活
上
の
不
便
や
不
安

(被
侵
害
利
益
の
a

、
b
)、
②
財
産
価
値
の

減
少

(同
c
)
及
び
③
他
者
と
の
取
扱
い
の
差

異

(同
d
)
で
あ
る
。

イ

①

(日
常
生
活
上
の
不
便
や
不
安
)
に
つ
い

て
、
そ
も
そ
も
原
告
ら
が
居
宅
か
ら
こ
れ
に
接

す
る
道
路
に
自
由
に
出
入
り
す
る
利
益

(当
審

に
お
い
て
は
こ
れ
を

｢従
来
通
り
に
居
宅
か
ら

集
落
に
自
由
に
行
き
来
で
き
る
利
益
｣
と
言
い

換
え
て
い
る
。
)
自
体
が
、
法
律
上
保
護
さ
れ

る
利
益
で
あ
る
と
は
認
め
難
く
、
道
路
が
供
用

さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
事
実
上
の
利
益
で
あ
る
に

過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
原
告
ら
の
主
張
す
る
不

利
益
も
本
件
道
路
の
社
会
公
共
性
、
円
滑
な
道

路
交
通
や
安
全
上
の
配
慮
の
必
要
性
に
鑑
み
れ

ば
、
社
会
生
活
上
の
受
忍
限
度
を
超
え
た
と
認

め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
原
告
ら
が
憲
法
上
の

権
利
で
あ
る
と
す
る
点
は
、
独
自
の
見
解
に
基

づ
く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

す
な
わ
ち
、
控
訴
人
ら
方
前
に
あ
る
里
道
と

本
件
道
路
と
が
接
す
る
地
点
か
ら
東
方
向
に
あ

る
直
近
交
差
点
ま
で
の
距
離
は
一
四
五
m
で
あ

り
、
こ
の
交
差
点
に
は
信
号
機
も
設
置
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
本
件
道
路
は
四
車
線
の
バ
イ
パ
ス

道
路
で
あ
っ
て
、二
四
時
間
交
通
量
は
二
万
一
、

0
0
0
台
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
な
ど
か

ら
す
る
と
、
仮
に
本
件
中
央
分
離
帯
等
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
控
訴
人
ら
が
い
つ
で
も
自
由

に
本
件
道
路
を
横
断
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
む
し
ろ
、
こ
こ
を
横
断
す
る
こ
と
は
危

険
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
控
訴
人
ら
方
前
に
あ

る
里
道
か
ら
本
件
道
路
の
南
側
に
あ
る
集
落
に

行
く
に
は
、
上
記
交
差
点
を
経
由
す
る
方
が
よ

り
安
全
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
遠
回
り
に
な

る
距
離
も
最
大
で
二
九
0
m
に
止
ま
る
こ
と
に

な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
反
対
車
線
側
か
ら
控

訴
人
ら
方
前
に
あ
る
里
道
に
行
く
に
は
、
一
旦

西
方
向
四
四
0
m
先
の
交
差
点
に
行
っ
て
戻
る

な
ど
往
復
八
八
0
m
の
移
動
を
要
す
る
こ
と
に

な
る
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
自
動
車
で
移
動

し
て
い
た
場
合
に
し
か
生
じ
な
い
と
こ
ろ

(徒

歩
な
ら
ば
一
四
五
m
先
の
交
差
点
の
方
を
利
用

す
れ
ば
済
む
。)、
自
動
車
で
あ
れ
ば
そ
の
往
復

に
要
す
る
時
間
は
さ
ほ
ど
の
も
の
で
は
な
い
。

一
方
、
も
し
本
件
中
央
分
離
帯
等
を
設
置
し
な

い
と
す
る
と
、
東
方
向
に
向
か
っ
て
走
行
し
同

所
か
ら
右
折
し
よ
う
と
す
る
か
な
り
の
車
両
交

通
量
が
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
同
所
か
ら
直
近
交

差
点
ま
で
の
距
離
が
短
い
た
め
に
後
続
車
両
が

同
所
で
の
右
折
車
両
を
同
所
よ
り
先
の
交
差
点

で
右
折
す
る
車
両
と
誤
認
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
追
突
事
故
を
誘
発
さ
せ
る
危
険
性

が
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
信
号

機
の
設
置
を
し
よ
う
に
も
控
訴
人
ら
方
前
の
里

道
の
幅
員
が
狭
小
で
あ
っ
て
市
道
認
定
が
困
難

で
あ
る
の
で
信
号
機
の
設
置
を
見
込
め
ず
、
あ

る
い
は
右
折
レ
ー
ン
の
設
置
を
し
よ
う
に
も
そ

の
た
め
に
は
同
所
の
す
ぐ
西
方
に
あ
る
橋
を
架
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ウ
け
替
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
上
記
の
危

険
に
対
処
す
べ
き
適
切
な
方
策
が
な
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
中
央
分
離

帯
等
を
設
置
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
円
滑
か

つ
安
全
な
道
路
交
通
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら

は
そ
も
そ
も
取
り
難
い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
し
、
ま
た
、
本
件
中
央
分
離
帯
等
が
設
置

さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
し
た
控
訴
人
ら
の

不
利
益
と
本
件
中
央
分
離
帯
等
を
設
置
し
な
い

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
不
利
益
と
を
比
較
衝
量

す
れ
ば
、
控
訴
人
ら
の
不
利
益
は
受
忍
限
度
の

範
囲
内
の
も
の
と
い
う
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。｣

②

(財
産
価
値
の
減
少
)
の
点
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
的
確
に
認
め
る
証
拠
は
な
い
。

す
な
わ
ち
、
控
訴
入
ら
の
い
う
土
地
価
格
の

減
少
要
因
と
い
う
の
は
、
主
と
し
て
本
件
中
央

分
離
帯
等
の
設
置
に
よ
っ
て
本
件
道
路
向
か
い

の
集
落
に
従
来
通
り
に
本
件
道
路
を
横
断
し
て

は
行
け
な
い
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
も
の
で
あ

る
と
こ
ろ
、
こ
れ
は
集
落
と
の
関
係
の
強
い
控

訴
人
ら
固
有
の
事
情
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
に
よ
っ

て
客
観
的
な
土
地
の
価
格
が
減
少
す
る
も
の
と

は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
、
客
観
的
に
い
う
な
ら
、

本
件
道
路
の
拡
幅
は
本
件
道
路
周
辺
に
あ
る
控

訴
人
ら
所
有
地
の
利
便
性
を
高
め
る
も
の
で
あ

っ
て
、
価
格
の
減
少
要
因
と
い
う
よ
り
も
増
加

要
因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

エ

③

(他
者
と
の
取
扱
い
の
差
異
)
の
点
に
つ

い
て自
己
と
他
者
と
が
差
別
的
に
取
り
扱
わ
れ
た

と
い
う
に
は
、
自
己
と
他
者
と
の
間
で
同
種
の

選
択
が
で
き
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
と
こ
ろ
、

前
記
説
示
の
と
お
り
、
本
件
中
央
分
離
帯
等
を

設
置
し
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
取
り
難
か
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
差
別
的
取
扱
い
と
い
う
前
提

を
欠
い
て
い
る
。
控
訴
人
ら
の
主
張
を
採
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

②
ま
た
、
原
告
ら
は
、
拡
幅
工
事
前
後
に
、
開
口
部

を
設
け
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
が
、
中
央
分
離
帯
等

は
、
道
路
法
及
び
道
路
構
造
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
に
、
地
域
住
民

の
多
く
が
開
口
部
を
設
け
る
こ
と
を
要
請
し
て
い
た

り
、
開
口
部
を
設
け
た
と
し
て
も
交
通
安
全
上
の
支

障
が
あ
ま
り
な
い
と
思
わ
れ
る
場
合
で
あ
っ
た
と
し

て
も
、
実
際
に
開
口
部
を
設
け
る
か
否
か
は
上
記
目

的
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

上
記
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
被
控
訴
人

に
開
口
部
を
設
け
る
べ
き
法
的
義
務
が
発
生
す
る
と

は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
法
律
上
保
護
さ
れ

る
権
利
の
侵
害
行
為
も
、
被
告
の
違
法
行
為
も
認
め

QJ

ら
れ
ず
、
原
告
ら
の
請
求
は
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。

-̂参
考
事
例
〉

工
作
物
収
去
等
請
求
事
件

-

平
成
一
六
年
九
月
一
〇
日
判
決

青
森
地
方
裁
判
所

請
求
棄
却

(確
定
)

原
告
ら
の
主
な
請
求

1

被
告
は
国
道
四
号
線
東
バ
イ
パ
ス
上
に
あ
る
別
紙
図

面
斜
線
部
分
に
存
在
す
る
中
央
分
離
帯
、
フ
ェ
ン
ス
等

の
工
作
物

(以
下

｢本
件
工
作
物
｣
と
い
う
。)
を
収

去
せ
よ
。

2

被
告
は
、
原
告
ら
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
金
一
〇
〇
万

円
ず
つ
支
払
え
。

二

事
案
の
概
要

原
告
ら
は
、
請
求
欄
記
載
の
判
決
を
求
め
、
そ
の
原
因

に
つ
い
て
、
｢原
告
ら
夫
婦
は
肩
書
住
所
地
の
家
に
昭
和

四
五
年
頃
か
ら
居
住
し
て
お
り
、
公
道
か
ら
原
告
ら
の
家

へ
入
る
に
は
国
道
四
号
線
東
バ
イ
パ
ス
を
経
由
す
る
の
が

唯
一
の
方
法
で
あ
る
と
こ
ろ
、
被
告
は
同
バ
イ
パ
ス
の
車

線
拡
幅
工
事
の
計
画
に
あ
た
り
、
原
告
ら
夫
婦
が
数
十
年

来
現
在
の
住
所
地
に
居
住
し
て
い
る
事
実
を
知
っ
て
お

り
、
原
告
ら
に
は
本
件
道
路
を
生
活
道
路
と
し
て
使
っ
て

き
た
既
得
権
が
あ
る
の
で
、
被
告
は
、
原
告
ら
居
宅
に
通
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ず
る
部
分
に
開
口
部
を
設
け
て
自
動
車
及
び
歩
行
に
よ
る

通
行
を
可
能
に
し
、
原
告
ら
の
生
活
に
甚
だ
し
い
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮
す
る
義
務
が
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
を
せ
ず
、
原
告
方
か
ら
同

バ
イ
パ
ス
を
通
り
集
落
中
心
部
に
通
ず
る
同
バ
イ
パ
ス
上

に
中
央
分
離
帯
の
設
備
を
設
け
た
た
め
、
自
動
車
で
原
告

方
か
ら
集
落
地
へ
赴
い
た
り
原
告
方
へ
至
る
た
め
に
従
前

よ
り

一
蹴
ほ
ど
余
計
に
走
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
万
が
一
の
場
合
消
防
車
や
救
急
車
が
間
に
合
わ
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
。
冬
期
間
除
雪
車
の
出
入
り
に
支
障
が
あ

る
な
ど
、
原
告
ら
と
し
て
は
従
前
に
比
し
て
生
活
上
耐
え

難
い
ほ
ど
の
大
き
な
影
響
や
苦
痛
を
与
え
て
い
る
｣
旨
主

張
し
て
、
民
法
七
〇
九
条
に
基
づ
き
そ
れ
ら
被
害
の
回
復

の
た
め
本
件
工
作
物
の
収
去
及
び
慰
謝
料
と
し
て
金
員
の

支
払
い
を
求
め
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
被
告
は
、
請
求
の
棄
却
を
求
め
、
本

件
係
争
地
で
あ
る
一
般
国
道

(青
森
東
バ
イ
パ
ス
)
は
、

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
く
一
般
国
道
で
あ
っ
て
、
国
土
交

通
大
臣
が
道
路
管
理
者
と
し
て
道
路
構
造
令
の
基
準
に
基

づ
き
適
法
に
管
理
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
原
告
ら
は
民
法
七
○
九
条
に
基
づ
い
て
本
件
工
作
物

の
収
去
等
を
求
め
る
と
し
て
い
る
が
、
収
去
を
求
め
る
法

的
権
利
や
被
告
の
い
か
な
る
行
為
な
ど
が
そ
の
要
件
を
満

た
す
の
か
明
ら
か
に
し
て
お
ら
ず
請
求
原
因
が
不
明
瞭
で

あ
る
旨
反
論
し
た
。

三

主
な
争
点
に
対
す
る
裁
判
所

の
判
断

主
文原
告
ら
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
す

る
o原

告
ら
は
、
原
告
ら
に
お
い
て
本
件

工
作
物
の
収
去
を
求
め
る
前
提
と
な
る

法
律
関
係
に
関
し
て
、
原
告
ら
に
は
本

件
道
路
を
生
活
道
路
と
し
て
長
年
用
い

て
き
た
こ
と
に
よ
る

｢既
得
権
｣
が
あ

る
と
い
う
の
み
で
あ
っ
て
、
本
件
各
請

求
の
前
提
と
な
る
べ
き
原
告
ら
の
権
限

(法
的
利
益
)
に
つ
い
て
の
主
張
を
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、

原
告
ら
の
主
張
は
失
当
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
か
ら
、
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て

検
討
す
る
ま
で
も
な
く
本
件
各
請
求
は

理
由
が
な
い
も
の
と
し
て
排
斥
さ
れ
ざ

る
を
得
な
い
。

よ
っ
て
、
原
告
ら
の
請
求
は
い
ず
れ

も
理
由
が
な
い
の
で
棄
却
す
る
こ
と
と

し
、
主
文
の
と
お
り
判
決
す
る
。
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緑
美
し
い
都
市
の
実
現
に
向
け
て
の
み
ち
づ
く
り

鱒薹

◆

｢社
の
都
｣
の
再
生

仙
台
の
代
名
詞
と
も
い
え
る

｢社

の
都
｣
と
は
、
藩
政
時
代
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
屋
敷
林
や
神
社
林
、

周
辺
の
丘
陵
な
ど
の
緑
が
ま
ち
を
包

み
込
む
様
を
称
し
て
、
明
治
後
期
に

名
づ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
、
こ
の
緑
豊
か
な
街
並
み

は
、
戦
災
や
市
街
地
の
拡
大
に
伴
っ

て
徐
々
に
失
わ
れ
、
今
日
、
中
心
市

街
地
に
残
る
緑
は
、
青
葉
通
や
定
禅

寺
通
の
ケ
ヤ
キ
並
木
と
青
葉
山
周
辺

の
森
林
の
み
と
ま
で
言
え
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。

二
0
世
紀
は

｢仙
台
の
緑
が
失
わ

れ
た
一
〇
0
年
｣
で
あ
り
、
二
一
世

紀
は

｢
一
〇
〇
年
か
け
て
緑
を
取
り

戻
す
時
間
｣
と
も
位
置
づ
け
ら
れ
て

仙
台
市
東
京
事
務
所

安
斎

栄

お
り
ま
す
。

こ
の
街
づ
く
り
の
方
向
性
は
、
事

業
の
垣
根
を
越
え
て
本
市
が
ト
ー
タ

ル
に
目
指
す
べ
き
も
の
の
一
つ
で
あ

る
と
も
言
え
ま
す
。

本
稿
で
は
、
｢社
の
都
の
再
生
｣

と
言
う
切
り
口
か
ら
、
仙
台
市
の
み

ち
づ
く
り
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

◆
み
ど
り
の
創
設
に
向
け
た
具
体
的

な
施
策

平
成
一
四
年
七
月
に
第
四
次
都
市

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
二
一
世
紀

の
新
し
い
都
市
創
造
の
視
点
か
ら
、

本
市
の

｢緑
美
し
い
都
市
の
実
現
~

仙
台
~
｣
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

緑
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
･

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と

し
て
は
、
緑
の
保
全
･
普
及
･
活
用

な
ど
様
々
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は

鱗廳
＼
◎

＼

　
　

れ

道
路
が
関
連
す
る
市
街
地
の

｢緑
の

回
廊
づ
く
り
｣
な
ど
を
中
心
に
述
べ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

｢緑
の
回
廊
づ
く
り
｣
と
は
、
J

R
仙
台
駅
を
中
心
に
概
ね
二
皿
圏
内

を
重
点
的
に
緑
化
す
る
地
区
と
位
置

づ
け
、
街
路
樹
や
公
園
、
民
有
地
緑

化
も
含
め
た
厚
み
の
あ
る
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
よ
う
と
言
う
も

議運
図 ｢緑の回廊づくり｣ イメージ

西から東から

J R仙台駅



の
で
、
都
心
の
広
幅
員
幹
線
道
路
は

｢緑
の
回
廊
づ
く
り
｣
の
骨
格
を
な

す
重
要
な
空
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

長
期
的
に
は
道
路
空
間
の
再
構
成
に

よ
り
緑
化
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
向
け

て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す

(図
1
)。

◆
都
心
部
の
自
動
車
通
行
削
減
に
向

け
て
都
心
部
を
貫
く
、
東
二
番
丁
通
や

青
葉
通
･
広
瀬
通
･
定
禅
寺
通
な
ど写真 1 J R仙台駅東口駅前広場

の
広
幅
員
幹
線
道
路
は
自
動
車
交
通

量
も
非
常
に
多
く
、
緑
の
空
間
を
生

み
出
す
た
め
に
は
、
ま
ず
自
動
車
交

通
総
量
の
削
減
が
必
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
道
路
整
備
の
方
針
の
ひ
と
つ

と
し
て
、

･
仙
台
都
市
圏
環
状
自
動
車
専
用
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ

る
、
都
心
部
通
過
交
通
の
削
減

(図
2
)

･
既
存
の
J
R
･
地
下
鉄
南
北
線
や

事
業
が
本
格
化
す
る
地
下
鉄
東
西

線
な
ど
鉄
軌
道
系
各
駅
へ
の
ア
ク

セ
ス
道
整
備
や
駅
前
広
場
な
ど
を

整
備
す
る
こ
と
に
よ
る
、
自
家
用

車
か
ら
公
共
交
通
へ
の
転
換

(写

真
ー
)

･
ア
ク
セ
ス
三
〇
分
構
想

(軌
道
系

交
通
機
関
を
基
軸
と
し
、
バ
ス
が

こ
れ
を
補
完
し
て
、
主
要
な
拠
点

間
や
居
住
地
か
ら
都
心
ま
で
公
共

交
通
を
利
用
し
て
、
概
ね
三
〇
分

で
移
動
で
き
る
よ
う
な
交
通
体

系
)
の
推
進
に
よ
る
、
渋
滞
緩
和

や
都
市
の
環
境
改
善
に
向
け
た
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
や
バ
ス
路

図 2 仙台都市圏環状自動車専用道路整備状況 (約90%完了)



線
の
整
備

･
キ
ス
&
ラ
イ
ド
、
パ
ー
ク
&
ラ
イ

ド
や
公
共
交
通
優
先
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
速
達
性
･
定
時
性
の
確

保
に
よ
る
公
共
交
通
へ
の
転
換

(写
真
2
)

等
々
、
過
度
に
自
動
車
交
通
に
依
存

し
な
い
街
づ
く
り
に
向
け
た
道
路
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

写真 2 仙台市営地下鉄南北線泉中央駅キス&ライド

◆
道
路
空
間
の
賑
わ
い
･
ふ
れ
あ
い

の
創
設
に
向
け
て

こ
れ
ら
の
取
組
み
は
、
緑
空
間
の

作
製
疑

け
で
は
な
く
、
オ
1
ブ
ン
ス

鰐
ペ
ー
ス
と
し
て
利
活
用
に
も
取
り
組

ス

ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

鮴
現
在
･
中
心
市
街
地
"
奪

通

中

で
は
道
路
中
央
の
緑
地
帯
を
利
用
し

線
て
、
四
季
折
々
嫌

々
な
イ
ベ
ン
ト

勅
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
o
ま
た
･
こ

醸

れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
周
辺
住
民
な

皺

ど
が
中
心
と
な
り
市
民
主
体
で
開

舘

催
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す

写
真

仙

3
,
6
)
。

写真5 S E N D A I 光のページェント

以
上
、
駆
け
足
で
仙
台
市
が
目
指

す
将
来
の
街
の
姿
を
踏
ま
え
た
、
み

ち
づ
く
り
と
利
活
用
の
方
向
性
を
紹

介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

皆
様
、
こ
ん
な
仙
台
へ
一
度
は

｢遊
び
さ
来
て
け
さ
い
ん
｣。

ズフエステ

真

セ

写

断

夕台

1

仙

恆20

　
　

まつり



艦れ鬱◎廳鱗

し
ま
な
み
海
道

◆

｢瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
｣
と
は

本
州
四
国
連
絡
橋
三
ル
ー
ト
の
う

ち
一
番
西
側
に
位
置
し
、
平
成

=

年
五
月
に
開
通
し
た
、
愛
媛
県
今
治

市
と
広
島
県
尾
道
市
を
結
ぶ
延
長
約

六
〇
皿
の

｢西
瀬
戸
自
動
車
道
｣
の

愛
称
で
す
。

日
本
の
エ
ー
ゲ
海
と
も
称
さ
れ
る

美
し
い
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
島
に

は
、
個
性
的
な
一
〇
本
の
橋
が
架
け

ら
れ
て
お
り
、
ま
た
各
橋
に
は
、
自

転
車
歩
行
者
専
用
道
路

(総
延
長
約

八
0
m
)が
設
置
さ
れ
て
い
る
た
め
、

全
線
を
通
じ
て
い
つ
で
も
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◆
個
性
豊
な
一
〇
の
橋

○
来
島
海
峡
大
橋

(写
真
1
)

愛
媛
県
東
京
事
務
所

明
日

俊
幸

･
一
九
九
九
年
五
月
開
通

･
第
一
大
橋

"橋
長
九
六
0
m

,
第
二
大
橋

…橋
長
一
、
五
一
五

m
･
第
三
大
橋

二

、
五
七
0
m

･
三
連
吊
橋

来
島
海
峡
の
三
つ
の
水
道
を
結

ぶ
、
総
延
長
四
･
一
如
の
世
界
初
の写真 1 来島海峡大橋

写真 2 伯方 ･大島大橋

三
連
吊
橋
で
、
第
二
大
橋
と
第
三
大

橋
は
、
橋
桁
の
桁
下
と
満
潮
時
の
海

面
と
の
間
が
六
五
m
あ
り
、
言黎
畢
客

船

･
ク
イ
ー
ン
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
号

も
橋
の
下
を
ら
く
ら
く
航
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
伯
方

･
大
島
大
橋

(写
真
2
)

･
一
九
八
八
年
開
通

写真 3 大三島大橋

･
伯
方
島

"橋
長
三
二
五
m
(掛

橋
)

･
大
島
大
橋
…
橋
長
八
四
0
m

(吊
橋
)

伯
方
島
と
見
近
島
に
架
か
る
伯
方

橋
と
、
見
近
島
と
大
島
に
架
か
る
大

島
大
橋
が
結
び
つ
い
て
い
る
総
延
長

一
、
一
六
五
m
の
橋
で
、
伯
方
島
は

シ
ン
プ
ル
な
掛
橋
、
大
島
大
橋
は
ス

マ
ー
ト
な
吊
橋
か
ら
な
り
ま
す
。

自
然
公
園
に
な
っ
て
い
る
見
近
島

へ
は
遊
歩
道
を
通
っ
て
降
り
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
大
三
島
橋

(写
真
3
)

･
一
九
七
九
年
開
通

道イテセ 2006.1 45
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大

凡例 戸内海縦断自転車濱
瀬戸目贓率毬【瀬戸内しまなみ海運

写真4 多々羅大橋

国瀬戸g劫距譲{知戸内しまなみ獺蓮〕 ｣=59.4Km

しまなみ海道全体図

･
橋
長
三
二
八
m
(ア
ー
チ
橋
)

し
ま
な
み
海
道
で
最
初
に
完
成
し

た
橋
で
、
湖
の
流
れ
が
七
ノ
ッ
ト

(時
速
三
･
五
m
/
秒
)
以
上
と
い

う
急
流
で
名
高
い
鼻
栗
瀬
戸
を
ま
た

ぎ
、
大
三
島
と
伯
方
島
に
架
か
っ
て

い
ま
す
。

白
い
弧
を
描
く
美
し
い
ソ
リ
ッ
ド

図

リ
ブ
ア
ー
チ
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

舒
o
多
々
羅
大
橋
写
真
4
)

鑓
･
一
九
九
九
年
五
月
開
通

･
一
九
九
九
年
五
月
開
通

･
橋
長
一
、
四
人
o
m

(
フ
ァ
ン

形
斜
張
橋
)

広
島
県
の
生
口
島
と
愛
媛
県
の
大

三
島
に
架
か
り
、
二
県
を
結
ぶ
県
境

の
橋
で
、
斜
張
橋
と
し
て
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
セ
ー
ヌ
川
に
架
か
る
ノ
ル
マ

ン
デ
ィ
ー
橋
を
越
え
て
世
界
一
と
な

り
ま
し
た
。
ハ
ー
ブ
や
鳥
が
羽
ば
た

く
姿
に
た
と
え
ら
れ
、
世
界
一
の
ス

ケ
ー
ル
と
優
雅
さ
を
感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
生
口
橋

(写
真
5
)

･
一
九
九
一
年
開
通

･
橋
長
七
九
0
m
(フ
ァ
ン
形
斜

張
橋
)

鋼
橋
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
橋
げ

た
を
連
結
し
た
日
本
初
の
複
合
構
造

を
持
つ
斜
張
橋
で
、
多
々
羅
大
橋
と 写真5 生口橋

同
じ
フ
ァ
ン
形
の
斜
張
橋
だ
が
、

多
々
羅
大
橋
と
比
べ
る
と
小
振
り
で

か
わ
い
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

○
因
島
大
橋

(写
真
6
)

･
一
九
八
三
年
開
通

･
橋
長
一
、
二
七
0
m
(吊
橋
)

向
島
と
因
島
を
結
ぶ
、
布
刈
瀬
戸

に
架
か
る
橋
で
、
吊
橋
特
有
の
優
雅

な
曲
線
と
高
い
タ
ワ
ー
を
持
ち
、
端

正
な
美
し
さ
が
魅
力
で
す
。
ま
た
、

橋
は
し
ま
な
み
海
道
で
唯
一
の
上
下

二
段
構
造
で
、
上
部
が
自
動
車
道
、

下
部
が
自
転
車
歩
行
者
道
に
な
っ
て

い
ま
す
。

街 道行セ 2006.1

写真6 因島大橋



○
尾
道
大
橋
･新
尾
道
大
橋

(写
真

7
)
尾
道
大
橋

･
一
九
六
八
年
開
通

･橋
長
三
八
五
m
(放
射
形
斜
張

橋
)

新
尾
道
大
橋

･
一
九
九
九
年
五
月
開
通

･
橋
長
五
四
六
m
(ハ
ー
ブ
形
斜

張
橋
)

尾
道
大
橋
は
、
尾
道
市
と
向
島
を

結
び
、
島
民
の
通
勤
や
通
学
、
買
い

物
な
ど
に
欠
か
せ
な
い
生
活
橋
で
す
。

新
尾
道
大
橋
は
尾
道
大
橋
の
西
側
に

並
行
し
て
架
け
ら
れ
た
自
動
車
専
用

道
路
の
橋
で
、
橋
上
か
ら
尾
道
水
道

を
ま
る
ご
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
瀬
戸
内
海
横
断
自
転
車
道

愛
媛
県
今
治
市
と
広
島
県
尾
道
市

と
を
結
ぶ
延
長
約
八
〇
蹴
の
自
転
車

歩
行
者
道
で
、
島
々
の
観
光
を
楽
し

み
な
が
ら
、
屋
外
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
堪
能
で
き
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ロ
ー
ド
で
す
。
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ

島
々
が
夕
日
に
沈
む
様
子
や
瀬
戸
の

潮
流
を
眺
望
し
な
が
ら
自
転
車
、
バ

イ
ク
及
び
徒
歩
で
渡
る
こ
と
が
で
き

写真 7 尾道大橋 ･新尾道大橋

自転車や徒歩などで瀬戸内海
の眺望を楽しむことができる

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
し
ま
な
み

海
道
の
島
々
に
架
か
る
橋
上
に
も
整

備
さ
れ
て
い
ま
す

(写
真
8
･
9
)。

今
治
市
か
ら
尾
道
市
ま
で
の
し
ま

な
み
海
道
沿
線
の
自
治
体
で
は
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
運
営
し
て
お
り
気

軽
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
満
喫
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
最
後
に

し
ま
な
み
海
道
の
沿
線
に
は
、
大

三
島
の
大
山
株
神
社
や
多
々
羅
し
ま

な
み
公
園

(道
の
駅
)、
大
島
の
亀

老
山
展
望
公
園
や
吉
海
町
バ
ラ
公
園9 自転車道

等
の
見
ど
こ
ろ
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
読
者
の

皆
様
も
是
非
し
ま

な
み
海
道
を
訪
れ

て
い
た
だ
き
、
海

上
に
架
か
る
自
転

車
道
よ
り
瀬
戸
内

海
の
多
島
美
を
眼

下
に
臨
み
な
が
ら

島
々
の
風
情
を
身

体
中
で
感
じ
つ
つ

観
光
名
所
を
回
っ

て
み
て
く
だ
さ

い
。そ

し
て
最
後

に
、
日
本
最
古
の

温
泉
で
あ
る
道
後

温
泉
で
疲
れ
た
体

を
癒
す
と
い
う
の

は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

表 自転車 ･歩行者道料金表

来島海峡大橋 伯方･大島大橋 大三島大橋 多々 羅大橋 生口橋 因島大橋 尾道大橋

200円 円
=
50 円

=
50 100円 円

=
50 円

"
50 円

N
10

※ 原付 ･ 125cc以下の二輪車の同額。歩行者は無料。
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艦れ鬱鰺螂蠣

二
〇
一
〇
年
に
鬮
げ
て
の
遭
づ
く
り

◆
奈
良
県
の
概
要

奈
良
県
は
日
本
の
ほ
ぼ
中
央
に
位

置
し
、
周
囲
を
山
岳
に
囲
ま
れ
た
内

陸
県
で
、
東
西
七
八
･
六
臘
、
南
北

一
〇
三
･
四
m
と
南
北
に
細
長
い
形

を
し
て
い
ま
す
。
地
形
的
に
は
、
次

の
三
地
域
に
分
か
れ
て
い
ま
す

(図

1
)
。

①
大
和
平
野
地
域
…県
全
体
の
二
割

に
あ
た
る
面
積
の
中
に
九
割
の

人
口
が
集
中
す
る
、
本
県
経
済

の
中
枢
地
域
。

②
大
和
高
原
地
域
…
な
だ
ら
か
な
高

原
状
の
地
形
を
呈
し
、
多
様
な

工
地
利
用
の
可
能
性
と
豊
か
な

自
然
を
有
す
る
地
域
。

③
五
條
吉
野
地
域
…主
に
南
部
は
急

峻
な
山
岳
地
形
で
、
豊
富
な
森

林
資
源
と
希
薄
な
人
口
が
特
徴

的
な
地
域
。

呑震
県
東
京
事
務
所

喜
歩
仲

正
博

園重圀 一
八
･
二
蹴

(西
名
阪
自
動
車

道
、
全
国
最
下
位
)

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
市
街
地

で
は
、
渋
滞
多
発
箇
所
が
四
五
ヵ
所
あ

る
な
ど
渋
滞
が
慢
性
的
に
発
生
し
て
い

る
一
方

(写
真
1
)、
山
間
部
で
は
、

異
常
気
象
や
災
害
に
よ
る
通
行
規
制
が

多
発
し
て
い
ま
す
。平
成
一
六
年
度
は
、

旧
大
塔
村

(現
五
條
市
)
で
発
生
し
た

大
規
模
な
地
滑
り
に
よ
り
、
国
道
一
六

八
号
が
一
二
0
m
に
渡
っ
て
崩
落
す
る

(写
真
2
)
な
ど
、
二
六
一
回
の
通
行

規
制
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
道
路
整
備
へ
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に

高
い
県
内
の
鉄
道
は
J
R
、
近
鉄
あ
わ

図 奈良県地域区分図 (12市 15町 12村)
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せ
て
二
五
四
顧

(全
国
四
〇
位
)
あ

自
家
用
車
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
な

多

り
ま
す
が
、
大
和
平
野
地
域
の
み
で

ど
か
ら
、
休
日
の
交
通
量
が
平
日
と

1

あ
る
た
め
、
旅
客

･
貨
物
輸
送
と
も

変
わ
ら
な
い

(休
日
/
平
日
"
○

･

自
動
車
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て

九
人
)
た
め
、
市
街
地
で
は
平
休
日

セ

ぃ
ま
す

簇
客
九
0
%
･
貨
物
一
0

を
問
わ
ず
瀦
爆
発
生
し
て
ぃ
ま
す
o

断

　
　
△
□

ぜ

訪

0
%
)
(図
3
)。

そ
の
た
め
、
県
民
に
行
っ
た
ア
ン

写真 2 国道168号の崩落状況

護
爛
熟
ま
た

観
光
客
の
約
五
割
の
方
が

ケ
ー
･
の
結
果
で
は

道
路
整
備
と

崩

)総　ア
　
　らな

図 2 道路改良率の比較

料資

20

奈良県において特に不満だと思う項目

国道308号の渋滞状況
柏木町~三条大路2丁目交差点付近)
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図 3 貨物及び旅客の機関分担率
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渋
滞
対
策
へ
の
不
満
が
第
一
位
と
な

っ
て
お
り
、
道
路
に
対
す
る
行
政
ニ

ー
ズ
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す

(図

4
)
0

◆
な
ら
･
半
日
交
通
圏
道
路
網
構
想

こ
の
よ
う
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
県
で
は
道
路
整
備
の
長

期
構
想
と
し
て
、
県
内
の
い
ず
れ
の

市
町
村
に
お
い
て
も
概
ね
二
時
間
程

度
で
移
動
で
き
、
半
日
で
往
来
で
き

る
道
路
網
の
形
成
を
図
る
と
と
も

に
、
市
街
地
で
の
よ
り
安
全
で
よ
り

ス
ム
ー
ズ
な
道
路
交
通
の
確
保
を
目

指
す

｢な
ら
･
半
日
交
通
圏
道
路
網

構
想
｣
を
平
成
五
年
度
に
策
定
し
、

幹
線
道
路
の
整
備
、
市
街
地
の
総
合

的
な
渋
滞
対
策
、
奈
良
ら
し
さ
を
活

か
し
た
沿
道
環
境
の
整
備
を
柱
に
そ

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

当
面
は
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
と

な
る
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
県
内
市
町

村
の
中
心
地
ど
う
し
を
二
時
間
で
結

ぶ
こ
と
を
目
標
と
し
、
道
路
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

(図
5
)。

" 道々テセ 2006.1

図 5 奈良市中心地への移動時間圏図



図 6 平城遷都1300年記念事業関連

◆
平
城
遷
都
一
三
〇
〇
年
記
念
事
業

に
向
け
て

奈
良
県
で
は
、
二
〇
一
〇
年
に
世

界
遺
産
平
城
京
を
中
心
に
日
本
の
歴

史
文
化
を
国
内
外
に
発
信
す
る

｢平

城
遷
都
1
3
0
0
年
記
念
事
業
｣
を

実
施
し
ま
す
。
約
半
年
間
に
わ
た
り

県
内
の
歴
史
文
化
ス
ト
ッ
ク
を
活
用

し
た
多
彩
な
行
事
を
展
開
す
る
予
定

で
す

(図
6
)。

こ
の
記
念
事
業
に
は
、
国
内
外
よ

り
多
く
の
来
訪
者
が
見
込
ま
れ
る
た

め
特
に
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
平
城
宮

跡
周
辺
の
主
要
道
路
や
県
内
各
地
、

県
内
外
を
結
ぶ
広
域
的
な
幹
線
道
路

の
整
備
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
開
催
に
合
わ
せ
、
県
都

奈
良
市
の
新
た
な
玄
関
口
を
創
出
す

る
J
R
奈
良
駅
付
近
連
立
立
体
交
差

事
業
及
び
周
辺
街
路
の
整
備
や
来
訪

者
を
快
適
に
会
場
に
誘
導
す
る
一
般

国
道
三
〇
八
号
線

(大
宮
道
路
･
三

条
道
路
)
の
整
備
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
京
奈
和
自
動
車
道
を
基
軸
と

し
て
、
飛
鳥
･
藤
原
京
、
斑
鳩
を
は

じ
め
と
す
る
県
内
各
地
を
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
す
る
中
和
幹
線
な
ど
の
幹
線
道

路
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
四
つ
の
世
界
遺
産
を
結
ぶ
京
奈
和

自
動
車
道
の

一
部
区
間
が
供
用

(図
7
)

京
奈
和
自
動
車
道
は
、
大
和
平
野

を
南
北
に
縦
断
し
て
京
都
と
和
歌
山

を
結
ぶ
延
長
約
一
二
○
如
の
高
規
格

幹
線
道
路
で
、
国
道
二
四
号
の
バ
イ

パ
ス
と
し
て
国
土
交
通
省
が
整
備
し

て
い
ま
す
。

第
二
名
神
自
動
車
道
、
本
州
四
国

連
絡
道
路
な
ど
と
と
も
に
、
関
西
の

外
側
を
一
周
約
三
〇
〇
騒
で
環
状
す

る

｢関
西
大
環
状
道
路
｣
を
形
成
し

ま
す
。
大
阪
を
中
心
に
放
射
状
に
形

成
さ
れ
た
道
路
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す

る
こ
と
に
よ
り
、
関
西
圏
の
主
要
都

市
間
に
お
け
る
時
間
短
縮
と
連
携
強

化
を
図
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
道
路
の
全
線
が
完
成
す
る
と

奈
良
市
か
ら
和
歌
山
市
の
所
要
時
間

は
、
約
一
七
○
分
か
ら
約
五
〇
分
に

短
縮
さ
れ
、
｢古
都
京
都
の
文
化
財
｣

｢古
都
奈
良
の
文
化
財
｣
｢法
隆
寺
地
域

道行セ 2006.1 5 !

連続立体交差事業･

J R奈良駅
区画整理事業等

l復元中の大極殿(イメージ対



の
仏
教
建
造
物
｣
及
び

｢紀
伊
山
地

の
霊
場
と
参
詣
道
｣
の
四
つ
の
世
界

遺
産
が
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

平
成
一
七
年
度
内
に
は
、
大
和
郡

山
市
~
橿
原
市
の
一
部
区
間
及
び
五

條
市
域
の
二
区
間
約
一
六
如
の
自
動

車
専
用
道
路
が
供
用
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
国
道
二
四
号
に
集
中

し
て
い
た
交
通
が
転
換
し
、
大
幅
な

混
雑
解
消
に
よ
る
所
要
時
間
の
ば
ら

つ
き
の
減
少
が
見
込
ま
れ
、
大
和
平

野
の
南
北
の
移
動
が
ス
ム
ー
ズ
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
東
大
寺
が
あ
る
奈

良
公
園
と
高
松
塚
古
墳
の
あ
る
飛
鳥

の
移
動
が
楽
に
な
る
わ
け
で
す
。
そ

の
効
果
で
観
光
客
が
増
加
し
、
観
光

産
業
な
ど
経
済
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

◆
奈
良
,
明
日
香
の
大
規
模
自
転
車

道
完
成
へ
(図
8
、
写
真
3
･
4
)

長
年
整
備
を
進
め
て
き
た
大
規
模

自
転
車
道
が
奈
良
市
か
ら
明
日
香
村

ま
で
つ
な
が
り
ま
す
。
奈
良
公
園
か

ら
平
城
京
跡
、
薬
師
寺
を
と
お
り
、

法
隆
寺
の
あ
る
斑
鳩
を
巡
り
、
馬
見

丘
陵
公
園
･
橿
原
神
宮
を
経
て
、
石

52 道々 テセ 2006 1
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舞
台
古
墳
ま
で
約
五
○
如
の
自
転
車

風
を
感
じ
な
が
ら
古
都
奈
良
を
観
光

道
と
な
り
ま
す
。
自
転
車
道
の
途
中

す
る
の
も
健
康
的
で
よ
い
の
で
は
な

こ
ま
、
ト
イ
レ
や
休
憩
施
設
、
主
要

い
で
し
ょ
う
か
。
利
用
者
の
拡
大
を

な
観
光
施
設
へ
の
案
内
看
板
も
設
置

図
る
た
め
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
し

し
て
い
ま
す
。
全
身
で
さ
わ
や
か
な

ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
案
内
や
H
P
で
わ

き

財

＼

化

ャ

＼
ゞ

　

　
　
　

の

漆
＼
“

　

　
　

　　

　

　

　

滋賀

灘
^
、
　

法隆寺周辺の文化財

飛鳥周辺の文化財

,
滿

が家
詠
ま

　

　　

　

　

　
　

　
　
　

か
り
や
す
い
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

大
規
模
自
転
車
道
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

耳
言
"
"
"
"
も
滲
怜白
雪
こ
尽
o
貴
君
巴
六

日
㈹-
B
Dも官
費
Dご
呉
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目
Qのる
片
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目
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図 8 大規模自転車道概要図
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八
戸
市
都
心
再
生

に
ぎ
わ
い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
社
会
実
験

八
戸
市
都
市
政
策
課

玄
関
口
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
全
国
か
ら
多
く
の
観
光

客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
北
奥
羽
約
七

〇
万
人
の
商
業
･
経
済
の
中
心
地
｢北
東
北
の
拠
点
都
市
｣

一

八
戸
市
の
紹
介

八
戸
市

(図
↓

は
青
森
県
の
南
東
部
に
位
置
し
、
夏

は
過
ご
し
や
す
く
、
冬
は
積
雪
が
比
較
的
少
な
く
晴
天
日

が
多
い
こ
と
か
ら
、
一
年
を
通
し
て
過
ご
し
や
す
い
気
候

が
特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
八
戸
は

｢海
か
ら
拓
け
、
海

と
と
も
に
発
展
し
た
ま
ち
｣
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
全
国

的
に
有
名
な

｢イ
カ
の
水
揚
げ
日
本
こ

を
誇
る
八
戸
港

を
持
つ
水
産
都
市
と
し
て
の
顔
の
ほ
か
、
北
東
北
随
一
の

臨
海
工
業
都
市
と
し
て
の
顔
も
持
っ
て
い
ま
す
。

近
年
は
水
産

･
工
業
の
み
な
ら
ず
、
資
源
循
環
型
社
会

に
向
け
て

｢総
合
静
脈
物
流
拠
点
港

(リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
)｣
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
主
要
な
港
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
東
北
新
幹
線
八
戸
駅
開
業
に
よ
り
北
東
北
の

と
し
て
人
的
交
流
も
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
潜
在
力
･
可
能
性
を
活
か
し
、
市
民
に
は
よ

り
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
、
来
訪
者
に
は
来
て
良
か
っ
た

と
思
え
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

二

社
会
実
験
実
施
に
至
る
背
景

八
戸
中
心
市
街
地
で
は
、
大
型
店
の
郊
外
立
地
や
撤
退

等
に
よ
る
商
業
機
能
の
空
洞
化
が
進
行
し
、
活
性
化
策
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
再
開
発
計
画
が
取
り
や
め
に
な
る

な
ど
、
現
実
性
の
高
い
施
策
の
展
開
を
図
り
、
賑
わ
い
を

取
り
戻
す
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
二
〇
〇
三
年
三
一月
の
東
北
新
幹
線
八
戸
駅

開
業
を
契
機
に
観
光
客
が
増
大
し
て
お
り
、
中
心
市
街
地

の
小
路
横
丁
に
設
け
ら
れ
た
地
元
主
導
に
よ
る
屋
台
風
飲

食
店
街

｢八
戸
屋
台
村
み
ろ
く
横
丁
｣
が
観
光
客
に
大
い



　　　　　　
　 　 　　 　

　 　　　ゞいきいき壤

に
受
け
、
活
性
化
の
核
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
依
然
と
し
て
ま
ち
な
か
で
は
歩
行
者

の
回
遊
性
が
乏
し
く
、
賑
わ
い
の
広
が
り
が
欠
如
し
て
お

り
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
の
軸
で
あ
る
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

三
日
町
･
十
三
日
町
で
は
、
歩
行
者
交
通
量
が
年
々
減
少

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
鑑
み
、
一
四
年
度
か
ら
地
元
商
業

者
が
中
心
と
な
っ
て

｢中
心
市
街
地
に
ぎ
わ
い
創
出
事
業

(に
ぎ
わ
い
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
)
｣
と
し
て
、

三
日
町
,
十
三
日
町
の
歩
行
者
天
国
化
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

に
取
組
み
、
ま
た
、
平
成
一
六
年
度
に
は
、
都
市
再
生
本

図

写真 1 対象地区の様子

部

｢全
国
都
市
再
生
モ
デ
ル
調
査

八
戸
中
心
市
街
地
ま

ち
な
か
巡
り
と
会
所
場
づ
く
り
に
よ
る
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
｣
と
し
て
、
ま
ち
な
か
の
回
遊
性
を
高
め
る
仕
掛
け

づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
取
組
み
の
機
運
を
活
か
し
、
ま
ち
な
か
回

遊
創
出
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
か
ね
て
か
ら
構
想
さ
れ
て
き

た
三
日
町
･
十
三
日
町
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
化
に
向

け
、
社
会
実
験
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

三

対
象
地
区
の
状
況

(図
2
、
写
真
1
)

中
心
市
街
地
の
交
通
は
、
主
に
国
道
三
四
〇
号
線
及
び
市

道
上
組
町
湊
線
の
二
本
の
幹
線
道
路
か
ら
な
り
、
こ
れ
ら
道

路
は
相
互
一
方
通
行
の
交
通
規
制
が
さ
れ
、
実
験
の
対
象
地

区
で
あ
る
三
日
町
･
十
三
日
町
は
延
長
約
三
四
0
m
あ
り
、

国
道
三
四
〇
号
線
の
一
区
間
に
あ
た
り
ま
す
。

対
象
地
区
は
八
戸
の
中
心
地
と
し
て
市
内
の
バ
ス
網
が
集

中
し
、
道
路
自
体
が
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
し
て
い
る
状
況
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
の
流
し
を
は
じ
め
、
配
送
ト

ラ
ッ
ク
や
一
般
車
の
駐
停
車
な
ど
に
よ
り
、
三
車
線

(全
て

一
方
通
行
)
あ
る
内
、
普
段
か
ら
一
~
二
車
線
し
か
車
両
が

走
行
し
て
い
な
い
状
況
が
み
ら
れ
、
通
過
交
通
も
多
い
こ
と

か
ら
朝
夕
は
混
雑
す
る
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。

四

実
験
機
襄

1

目
的

前
述
の
状
況
に
あ
る
対
象
地
区
に
お
い
て
、
通
過
交
通
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表 調査内容

定
量
的
調
査

隣餓襁

査

猟

調

般

量

査

一

通

調

、

〉

較

査

欺
テ

需
勘

翻
妙
多

時

る

通

る

、

の

け

間

交

い

ク

で

お

時

者

て

ッ

ま

に
査

要

行

っ

ラ

時

ト
調

所

歩

座

ト

20

ン

る

の

る

に
査
送

~
査
イ
わ
査
ス

査
け

等
調
配

時

調
ポ

か
調
バ
調

お
査

ェ

数

の

め

量
5

か
性

の

量
に

調

フ

両

で

ー

通
等

に
時
内
通
ト
動

力
車
等

間
交
路

通
定

区
交

ン

活

ン

車

区

時
車
道

交

の
地
者

イ
者
プ
停

地

査
動

辺
ス

ス

象
行
ポ
行

一
上
象

調

自

周

パ

パ
対
歩
4

歩

オ
路

対

<

国

･

皿

･

･

回

･

皿

･

国

･

定
性
的
調
査 "＼

信
巴

ノ
ー

勤

杉

酌
テ

糊

珍
沙
料
"
ヲ

で

ド

舗

ス

施

店

バ
実

頭

一
わ

る

不
ル

就
拶
ヴ

査
か

査

ク

の

調

に

調

ッ
て

ト
等
グ
ラ

い

一
度

ン

ト

つ

ケ

足

り

送

に

ン

満

ア
配
価

ア

の

ヒ

･
評

著
者
者
者
験

街
街
係
業
実

来
来
関
商

の

囮

･

国

･

等
を
排
除
し
、
賑
わ
い
の
あ
る
回
遊
空
間
形

成
に
資
す
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
現

に
向
け
、
以
下
の
三
点
を
本
実
験
の
目
的
と

し
ま
し
た
。

①

対
象
地
区
を
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル

と
す
る
交
通
規
制
を
実
施
し
、
こ
れ
に

伴
う
交
通
環
境
の
変
化
を
把
握

②

全
面
モ
ー
ル
化

(歩
行
者
天
国
)
を

含
む
大
き
く
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
で
実
験

し
、
交
通
規
制
に
よ
る
影
響

･
効
果
等

を
比
較
し
、
本
市
中
心
市
街
地
に
お
け

る
最
適
な
パ
タ
ー
ン
を
模
索

③

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
な
っ
た
道

路
空
間
等
を
活
用
し
た
オ
ー
プ
ン
カ
フ

ェ
の
実
施

2

実
験
内
容

=

検
討
･
実
施
体
制

実
験
に
あ
た
っ
て
商
業
者
、
商
工
会
議
所
、

交
通
事
業
者
、
行
政
機
関
等
か
ら
な
る

｢
に

ぎ
わ
い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
推
進
協
議
会
｣

を
設
立
し
、
本
実
験
を
検
討

･
実
施
し
ま
し

た
。②

実
施
期
間

.
六
日
間

九
月
二
五
日

(日
)
~
九
月

三
〇
日

(金
)

･
時
間

…
三

時
~
一
九
時

③

実
験
パ
タ
ー
ン

以
下
の
実
験
パ
タ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

e
実
験
1
"
フ
ル
モ
ー
ル
実
験

(歩
行
者
天
国
)

e
実
験
2
…
セ
ミ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

◎
実
験
3
…
フ
ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
実
験

･
実
験
3
は
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
、
タ
ク
シ
ー
の
進
入

の
可
否
に
つ
い
て
も
実
験

○
実
験
3
ー
1

(バ
ス
、
配
送
ト
ラ
ッ
ク
、
タ
ク
シ
ー

進
入
可
)

○
実
験
3
ー
2
(バ
ス
の
み
進
入
可
･
配
送
ト
ラ
ッ
ク
、

タ
ク
シ
ー
進
入
不
可
)

㈱

交
通
量
･
ア
ン
ケ
ー
ト
等
調
査
の
実
施

(表
)

各
実
験
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
一
日
ず
つ
、
周
辺
交
通
量

や
満
足
度
等
に
か
か
わ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
し

ま
し
た
。

な
お
、
定
量
的
調
査
は
、
平
常
時

(
一
日
間
･
一
〇
月

一
九
日

(水
))
も
実
施
し
ま
し
た
。
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騨 実験 1 (9月25日)

【 -

　　
　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　

l歩行莚天国の実施 l･あわせて ｢にぎわいストリートフェスティバル｣ (歩行者天国) を開催

図 3 フルモール 歩行者天国の計画図

写真 2 歩行者天国でのイベントの様子

圏 実験 2 (9月26日)

.一般車車線通行規制 (3 車線→ 2 車線) .イメージ歩道の設置 (1車線分)･T . ･ ･.･一.･… " 、 .… ‐時“′ ‐ ‐ノー ･ “- 、- -…“′
･バス優先車線の設置 (1車線) ･イメージ歩道でのオープンカフェの設置

図 4 セミトランジットモール計画図

写真3 交通規制の様子
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囮 実験 3 ーー (9 月27、 28日)

き森l羨まミ;
全線トランジットモール化
一般車車線通行規制 (3車線→0車線) +

配 送トラック ･タクシーの進入を許容
イメージ歩道の設置 (2車線分)
バス専用車線の設置 (l車線分 ･一方通行) ･荷捌きスペース、 タクシーの乗降場の設置
･イメージ歩道でのオープンカフェの設置

図 5 フルトランジットモール 歩行者天国の計画図

写真4 交通規制 (左)、荷捌き ･タクシー乗降場 (右) の様子

凹 実験 3 ー 2 (9 月29、 30日)

全線トランジットモール化 ･一般車車線通行規制 (3車線→0車線
イメージ歩道の設置 (2車線分) ･バス専用車線の設置 (1車線分 ･一方通行)

配送トラック ･タクシーの進入も不可

図 6 フルトランジットモール計画図

写真 5 交通規制の様子
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さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

て
い
く
状
況
が
デ
ー
タ
上
で
も
把
握
で
き
た
。

実
験
3

(
フ
ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
)
で
は
、
対
象

2

オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
の
利
用
状
況

(図
8
･
9
)

五

実
験
結
果
の
概
要

ー

交
通
規
制
に
伴
う
交
通
混
雑
の
状
況

イ
ベ
ン
ト
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
実
験
1

(フ
ル
モ
ー

006

ル
)
を
除
き
、
な
か
な
か
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
座
っ
て
も

セ

ら
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
o
そ
れ
で
も
日
が
経
つ
に
つ
れ

断

ー

、

焦
i
莅
‐

地
区
の
入
り
口
に
あ
た
る
交
差
点
で
交
通
混
雑
が
発
生

イ
ベ
ン
ト
を
あ
わ
せ
て
開
催
し
た
舟

実
験
1

(フ
ル
モ
ー
ル
)
で
は
、
基
本
的
に
大
き
な
混

し
、
周
辺
道
路
で
は
迂
回
車
両
に
よ
り
、
信
号
の
あ
る
交

ル
)
を
除
き
、
な
か
な
か
オ
ー
プ
ン

雑
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
歩
行
者
天
国
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

差
点
で
慢
性
的
に
閉
塞
す
る
箇
所
も
あ
っ
た
。
し
か
し
な

ら
え
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
で

開
催
が
市
民
に
定
着
し
て
き
て
お
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事

が
ら
日
が
経
っ
に
つ
れ
、
こ
れ
ら
混
雑
が
徐
々
に
緩
和
し

て
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
に
座
る
人
数
に

前
に
混
雑
を
回
避
す
る
よ
う
行
動
し
て
い
た
も
の
と
推
測

て
さ
て
お
り
、
円
滑
に
走
行
で
き
る
迂
回
路
が
選
択
さ
れ

来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、

さ
れ
る
。
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総じて迂回路 A で交通量が増加、 迂回路 B では減少していることがうかがえる
(9 / 28と 9 / 29を比較)。
迂回路 A で交通混雑は見られなかったが、 迂回路 B では信号のある交差点で交通混
雑が発生した。

7 迂回路での交通量の変化
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写真 6 迂回路での交通混雑 (番町)
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図9 座っている人の人数 (三日町)

験実

ンプ

2

ー

験

オ

実

QU図 プンカフェを利用しなかった理由

恥
ず
か
し
い
、
座
る
環
境
に
な
い
な
ど
が
、
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
を
利
用
し
な
い
主
な
理
由
と
し
て
把
握
で
き
た
。

3

来
街
者
の
満
足
度

来
街
者
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
か
ら
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー

ル
が
活
性
化
に

｢役
立
つ
｣
と
す
る
評
価
が

｢役
立
た
な

い
｣
と
す
る
評
価
を
上
回
り
、
歩
行
者
や
公
共
交
通
優
先

の
ま
ち
づ
く
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
個
別
評
価
で
は
、
歩
行
空
間
や
バ
ス
の
利
便
性
に
関

し
て
は
、
良
く
な
っ
た
と
す
る
評
価
が
多
く
み
ら
れ
た
。

一
方
、
自
動
車
の
利
便
性
や
周
辺
道
路
で
の
交
通
環
境
に

つ
い
て
は
、
総
じ
て
悪
化
し
た
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。

4

商
業
環
境
へ
の
影
響

商
業
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
実
験
3
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ル
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い

ら
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つ

か

立

ち
え

立

分

役

ど
言

役

□

□

国

囮
製

2

r"
~図10 まちなかの活性化に役立つか

験実

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
)
で
は
買
い
物
客
が
店
先
ま
で
車

で
こ
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
商
売
と
し
て
は
マ
イ
ナ

ス
影
響
で
あ
っ
た
と
い
う
意
見
が
多
く
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、本
実
験
は
有
意
義
な
取
組
み
で
あ
り
、

改
善
を
図
り
な
が
ら
次
な
る
施
策
展
開
に
結
び
つ
け
る
必

要
が
あ
る
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

5

バ
ス
の
走
行
環
境
へ
の
影
響

バ
ス
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
で
は
、
実
験
3

(
フ
ル
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
)
は
、

一
般
車
や
路
上
駐

車
が
な
く
、
走
り
や
す
い
と
の
評
価
で
あ
っ
た
。

バ
ス
停
付
近
で
み
ら
れ
る
タ
ク
シ
ー
と
バ
ス
と
の
混
雑

は
な
く
、
円
滑
な
走
行
が
で
き
た
と
の
評
価
で
あ
り
、
デ

ー
タ
上
か
ら
も
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

交
通
規
制
に
伴
う
交
通
混
雑
に
よ
り
バ
ス
の
運
行
の
支

障
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
を
要
因
と
す
る
大
き
な
遅
延
は
な

か
っ
た
と
す
る
評
価
で
あ
っ
た
。

6

配
送
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
影
響

配
送
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
周

辺
道
路
に
停
め
て
台
車
等
で
配
送
し
た
と
い
･ろ書
か見
が
多
く

あ
り
、
路
上
停
車
台
数
調
査
の
デ
ー
タ
で
も
把
握
で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
配
送
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る
混
雑
は
基
本
的
に

な
く
、
交
通
規
制
時
間
前
に
配
送
を
終
わ
り
に
す
る
、
車

を
い
つ
も
よ
り
小
さ
く
し
た
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
た
例
も

み
ら
れ
た
。

実
験
3
ー
1
で
の
荷
捌
き
ス
ペ
ー
ス
は
使
い
勝
手
が
良

か
っ
た
と
す
る
評
価
が
多
く
あ
っ
た
。
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験　
　

7

タ
ク
シ
ー
へ
の
影
響

6

タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
基
本
的

　

に
表
通
り
に
入
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
混
雑
の
少
な
い
周
辺

006

道
路
を
主
に
流
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。客
が
拾
え
ず
、

セー一丁

実
験
は
売
り
上
げ
に
マ
イ
ナ
ス
に
影
響
し
た
と
す
る
意
見

靴

が
多
く
あ
っ
た
。

高
齢
者
や
障
害
者
等
の
利
用
者
へ
の
配
慮
か
ら
、
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
で
あ
っ
て
も
タ
ク
シ
ー
の
降
車
や
配
送

は
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

穴

今
後
の
展
開

今
後
は
、
調
査
結
果
を
精
査

･
分
析
し
、
本
市
中
心
市

街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
あ
り
方
を

模
索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

周
辺
道
路
の
混
雑
の
状
況
か
ら
み
て
、
恒
久
的
な
ト
ラ

ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
取
組
み
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
り
、

実
施
日
の
限
定
、定
期
化
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
な
ど
、

段
階
的
な
取
組
み
が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
本
実
験
の
結
果
を
活
か
し
、
タ
ク
シ
ー

な
ど
を
含
め
対
象
地
区
の

｢ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
｣
の
機
能
と

し
て
求
め
ら
れ
る
な
交
通
手
段
を
組
み
込
む
こ
と
を
は
じ

め
、
周
辺
道
路
を
含
め
た
適
切
な
交
通
規
制

･
誘
導
や
、

歩
行
空
間
を
活
用
し
た
回
避
の
仕
掛
け
づ
く
り
な
ど
を
行

い
、
賑
わ
い
の
あ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
モ
ー
ル
の
実
現
へ
と

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。




